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事
業
概
要
・
ビ
ジ
ョ
ン

　

本
市
は
、
広
大
な
農
地
と
海
、
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
、
農
林
業
・
水
産
業
が
盛

ん
で
す
。
ま
た
、
志
布
志
港
が
「
国
際
バ

ル
ク
戦
略
港
湾
」
に
選
定
さ
れ
、
そ
の
重

要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
今
後
、
地
域

産
業
の
発
展
を
図
る
上
で
市
内
の
ど
こ
か

ら
で
も
情
報
を
発
信
、
受
信
で
き
る
環
境

の
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進
事
業

は
、
市
内
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
回
線
を

整
備
す
る
こ
と
で
、
住
民
が
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
発
信
、
受
信
で
き
る
便
利
で
住
み

よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
志
布
志
市
の
状
況

　

市
内
に
は
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
未
整

備
地
区
や
、
携
帯
電
話
が
利
用
で
き
な
い

地
区
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て
情
報
通
信
格

差
が
あ
り
、
さ
ら
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

へ
の
移
行
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
ア
ナ
ロ
グ

放
送
を
受
信
で
き
て
い
た
地
域
が
、
新
た

に
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
信
号
を
受
信
で
き
な

い
「
難
視
聴
区
域
」
と
な
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
し
た
。こ
う
し
た
格
差
か
ら
、

災
害
や
緊
急
時
に
、
連
絡
や
情
報
収
集
が

不
十
分
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
た
め
、

情
報
通
信
基
盤
の
整
備
に
対
す
る
早
急
な

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
の
防
災
面
で
は
、
市
民
の

方
々
へ
情
報
を
知
ら
せ
る
放
送
手
段
に
地

域
で
相
違
が
あ
り
、
統
一
し
た
運
用
形
態

を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。

　昨年度から取り組んできた志布志市地域情報通信基盤整備推進事業が完了しました。
　行政告知放送端末の設置など、市民の皆様のご理解とご協力をいただきながら市内全
域に整備された光ファイバー回線は、サンポートしぶしアピア前に建設された志布志市
情報センターの開局により、本格的な運営を開始。これにより、高度情報化へ対応した
まちづくり、および都市圏との情報通信格差の大幅な解消が実現します。

志布志市情報センター完成！
　今回の事業で光回線工事とともに進めてきたのが、志布志市情報セ
ンターの建設です。
　サンポートしぶしアピア前に建設され、７月 26 日から始動した同
センターは、スタジオ機能を備えた本市の放送拠点として、ＢＴＶの
スタッフが常駐して番組制作を行うほか、各世帯に設置した行政告知
放送端末から流れるお知らせなど、光回線を通じてあらゆる情報が受
信、発信されます。

収録時の操作を行う副調整室 収録スタジオ 情報の集配信を行うヘッドエンド

工
事
着
工
～
完
成

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
市

内
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
回
線
と
公
共
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
計
画
し
、
国
の
助

成
を
受
け
て
、
昨
年
の
10
月
か
ら
光
フ
ァ

イ
バ
ー
敷
設
の
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

工
事
に
は
全
国
か
ら
１
２
６
社
延
べ

３
万
９
０
０
０
人
の
工
事
部
隊
を
動
員
、

約
９
カ
月
間
か
け
て
、
市
内
に
光
フ
ァ
イ

バ
ー
を
敷
設
し
、
お
よ
そ
１
万
２
７
０
０

世
帯
に
告
知
放
送
端
末
を
設
置
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
利
用
し
て
、

携
帯
電
話
不
通
地
区
へ
伝
送
路
を
整
備
し
、

基
地
局
の
増
設
を
働
き
か
け
、
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
の
拡
張
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
難
視
聴
地
区
で
も
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
、

Ｂ
Ｓ
、
Ｃ
Ｓ
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
が
提

供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

公
設
民
営
方
式
を
実
現
す
る
運
営
事

業
者
の
選
定

　

今
回
の
情
報
通
信
基
盤
施
設
の
運
営
や

維
持
管
理
手
法
は
、
新
し
い
試
み
で
あ
る

「
公
設
民
営
方
式
」
に
よ
る
Ｉ
Ｒ
Ｕ
（
※
）

契
約
の
方
式
を
導
入
し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ

る
官
民
共
同
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、
公
共
性
の
高
い
放
送
・
通
信
サ
ー
ビ

ス
分
野
で
民
間
活
力
を
利
用
し
な
が
ら
、

効
率
的
な
運
営
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

志
布
志
市
地
域
情
報
通
信
基
盤
施
設
運

営
事
業
者
選
定
委
員
会
で
の
答
申
を
経
て

市
と
契
約
し
、
運
営
を
任
せ
る
こ
と
と
な

っ
た
の
は
、都
城
市
に
本
拠
を
構
え
る「
ビ

ィ
ー
テ
ィ
ー
ヴ
ィ
ー
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株

式
会
社
」（
以
下
Ｂ
Ｔ
Ｖ
）
で
す
。
Ｂ
Ｔ

Ｖ
は
選
定
の
段
階
で
、
市
内
に
志
布
志
局

と
し
て
の
拠
点
を
置
い
て
運
営
す
る
方
式

で
あ
る
こ
と
、
地
元
企
業
と
の
連
携
や
活

用
、
地
元
雇
用
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
、
サ

ー
ビ
ス
内
容
も
今
後
の
市
の
発
展
に
貢
献

す
る
計
画
を
打
ち
出
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
市
民
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
作
り
、
地
域
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
地
域
に
密
着
し

た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
を
行
う
姿
勢
が

明
確
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
期
に
わ
た
っ

て
事
業
を
継
続
で
き
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
と
判
断
し
、
市
民
と
市
に
と
っ
て
最
も

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
事
業
者
と
し
て
選
定
に

い
た
り
ま
し
た
。

※
Ｉ
Ｒ
Ｕ
と
は

　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
賃
貸
借
に
よ
る
回
線
使

用
権
の
一
つ
。
今
回
の
場
合
、
市
が
設
置
し

た
光
回
線
を
Ｂ
Ｔ
Ｖ
が
設
置
し
た
も
の
と
同

等
か
つ
長
期
的
に
使
用
で
き
る
代
わ
り
に
、

市
と
Ｂ
Ｔ
Ｖ
の
双
方
が
合
意
し
な
い
限
り
、

簡
単
に
破
棄
・
終
了
で
き
な
い
権
利
を
意
味

し
ま
す
。

①

④

③②

写真①光ファイバー敷設工事を行った工事部
隊の朝礼の様子／②光ファイバーを繋ぐため
に設置された自営柱／③携帯電話不通地区を
解消するために増設した基地局。これにより、
事業に参加したＮＴＴドコモの通話エリアが
拡大されました。／③ＢＴＶとの事業運営協
定書締結調印式の様子（写真右はＢＴＶの江
夏拓三社長）

７月 25 日に開催された志布志市情報センターの竣工式の様子

ICT日本一のまちを目指して
本格始動！
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◆愛称が決定しました！
　市内全域に張り巡らされた光ファイバー網の愛称
と、ケーブルテレビで市からのお知らせ等を行う行政
放送番組の愛称を募集したところ、多数の応募があり
ました。
　残念ながら一般公募作品から採用とはなりませんで
したが、応募いただいた愛称をベースに組み合わせ等
を行い、各愛称が以下のとおり決定しました。

●光ファイバー網愛称
「しぶし志 ( こころざし ) ネット」

●採用理由
　光ファイバー網のネットワークを使い、「志あふれ
るまちづくり」を推進していこうという想いから採用
しました。

●行政放送番組愛称
　　「SBS 元気告知板」
●採用理由
　「ＳＢＳ」は「志布志（Shi Bu Shi）」の頭文字です。市民の方々に
わかりやすく、親しみやすい愛称であり、志布志のまちが、志布志の
市民の方々が元気であって欲しいという想いから採用しました。

　今後も、「しぶし志ネット」と「SBS 元気告知板」をよろしくお願いします！

◆「しぶし志ネット」でどんなことができるの？
　「しぶし志ネット」に加入している世帯では、次のようなサービスが受けら
れます。

①行政告知放送（無料）
　各戸に設置した行政告知放送端末により、次のような内容が放送されます。

・行政放送（普通放送）
・緊急放送…火災、台風、地震の緊急告知および避難情報
・グループ放送（自治会放送）… 自治会、公民館単位で自主的に利用できる放送

②ケーブルテレビ（有料、任意契約）
　「しぶし志ネット」を運営するＢＴＶとの任意契約で受けられるサービスで、
契約内容により個性的な番組を数多く楽しむことができます。
　また、志布志市内の日常の話題、市からのお知らせなどを、「市民チャンネル」および「データ放送」

で視覚的に知ることができます。

③インターネット（有料、任意契約）
　ケーブルテレビと同様に、任意契約で受けられるサービスです。光
ファイバーによる超高速のインターネットを利用できます。

◆あなたが主役！市民チャンネル
　市民チャンネルでは、志布志市からの情報をお知らせす
る行政番組、文字や静止画で行政情報を提供するデータ放
送、志布志市議会を中継放送することで、市の最新の情報
をお知らせすることができます。
　また、番組の中ではまちの話題を紹介していきます。地

域の公民館活動から、保育園や小中高校での様々な活動、イベント
など、ＢＴＶスタッフが取材し、市民の皆さんが主役となる番組を
制作していきます。情報がありましたら、ＢＴＶ志布志局（℡ 479-
3600）までお寄せください。
　このように製作された市民チャンネルは、ケーブルテレビで観る
ことができます。提供される番組編成の中に含まれていますので、
ぜひご覧ください。

◆市の最新情報はデータ放送でご覧ください！
　市民チャンネル放映中のテレビ画面の前でリモコンの d（データ）
ボタンを押すと、左のような画面に切り替わり、市からのお知らせ
やＪＲ・バスの時刻表など最新の情報が掲載されていますので、リ
モコンで操作しながら確認することができます。

サービスと今後
■新たな行政告知放送端末設置への支援について
　今回の事業で行政告知放送端末の申し込みをされなかった世帯や、転入者への対応として、市
単独事業による支援策を創設します。
　具体的な要件等は以下のとおりです。申し込みを希望する場合は、「光ファイバーケーブル引込
線等工事の補助金交付申請書及び行政告知放送端末機等貸与申請書」の提出が必要です。詳細に
ついては情報管理課までお問い合わせください。

　●対象者
　　本市に住民登録があり、かつ在住されている人で、原則として世帯主が対象となります。光
　ファイバーケーブルの１引き込みにつき、行政告知放送端末とＶ－ＯＮＵ機器を各１台貸与し
　ます。なお、設置された機器は、必要とする期間を継続して貸与するものです。
　　すでに行政告知放送端末を設置されていたり、自己都合による移設、補助を受けた人が転居
　および新たに住宅を建築する場合（賃貸・市営住宅に居住中の場合を除く）は対象となりません。

　●工事費の支援
　　行政告知放送端末を設置するための工事費を補助します。補助の対象となる工事は、電柱か
　らのケーブル引き込み工事と宅内設置工事、機器調整等に要する経費です。補助は、１世帯に
　つき１箇所限りで、市が指定する標準工事の範囲内で税込金額 49,300 円を上限とします。
　　なお、光ファイバーケーブルの敷設のない地区への新築など、どうしても工事ができないケー
　スが考えられます。このような場合は、防災上の観点から、火災など防災情報のみを聞くこと
　ができる防災無線個別受信機を貸与するなどの対応を検討していますので、ご理解とご協力を
　よろしくお願いします。

■行政告知放送端末設置を希望する事業主の皆さんへ
　行政告知放送端末は、志布志市内に住所を有する事業所についても、個人・法人事業主が工事
費等を負担することで設置できます。行政告知放送端末の設置を希望する場合は、「行政告知放送
端末機等設置申請書」の提出が必要です。情報管理課までお問い合わせください。

番組収録の様子

ＢＴＶスタッフが取材に来ます

データ放送画面イメージ

光ファイバー網の愛称は…

「しぶし志（こころざし）ネット」‼

 

 
伝送路（連絡幹線） 

 

公共ネットワーク 
 

加入者系ネットワーク 
 

◇しぶし志(こころざし)ネット イメージ図
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7
月
24
日
、
志
布
志
み
な
と
ま
つ
り
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
日
中
か
ら
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
、
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
で
は
、

多
数
の
親
子
連
れ
が
乗
船
し
、
船
上
で
ゲ
ー

ム
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
を
楽
し
ん
だ
ほ

か
、輸
送
艦
「
お
お
す
み
」
の
一
般
公
開
や
、

大
浜
緑
地
公
園
で
バ
ン
ド
演
奏
が
披
露
さ

れ
、
来
場
者
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

夕
方
に
な
る
と
さ
ら
に
賑
わ
い
を
見

せ
、
本
会
場
に
は
昨
年
よ
り
も
3
万
人
多

い
延
べ
約
10
万
人
の
来
場
者
が
詰
め
掛

け
、
次
々
と
打
ち
上
が
る
１
万
発
の
花
火

に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
し
て
来
場
者
に
ご
み
の
分

別
収
集
へ
の
協
力
を
求
め
、
翌
25
日
に
は
、

「
来
年
も
ま
た
、
ま
つ
り
が
盛
大
に
開
催
で

き
る
よ
う
に
」
と
、
志
布
志
港
湾
振
興
協

議
会
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
み
な

と
ま
つ
り
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
「『
み
ん
な

の
海
を
き
れ
い
に
し
よ
う
！
』
ク
リ
ー
ン

作
戦
」
を
実
施
し
て
、
早
朝
か
ら
清
掃
作

業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
お
釈
迦
ま
つ
り
に
引
き
続
い
て

「
が
ん
ば
ろ
う
東
日
本　

が
ん
ば
ろ
う
日
本

　

復
興
支
援　

２
０
１
１
志
布
志
み
な
と

ま
つ
り
」
と
銘
打
ち
、
東
日
本
大
震
災
の

犠
牲
者
に
哀
悼
の
意
を
込
め
て
銀
一
色
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
花
火
を
打
ち
上
げ
た
ほ
か
、

会
場
で
は
復
興
支
援
の
た
め
の
募
金
活
動

が
行
わ
れ
、
多
額
の
義
援
金
が
集
ま
り
ま

し
た
。

が
ん
ば
ろ
う
東
日
本　

が
ん
ば
ろ
う
日
本

復
興
支
援　

２
０
１
１

志
布
志
み
な
と
ま
つ
り
開
催
！

幻
想
的
な
光
で
コ
ン
サ
ー
ト

　

７
月
７
日
、
鉄
道
記
念
公
園
で
、「
ク
ー

ル
ア
ー
ス
デ
ー
」
キ
ャ
ン
ド
ル
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

国
は
、
環
境
問
題
の
大
切
さ
を
国
民
全

体
で
再
確
認
し
て
い
く
た
め
、
毎
年
７
月

７
日
を
「
ク
ー
ル
ア
ー
ス
デ
ー
」
と
定
め

て
い
ま
す
。
電
気
を
消
す
こ
と
で
い
か
に

照
明
を
使
用
し
て
い
る
か
を
実
感
し
、
地

球
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
を
訪
れ
た
約
２
０
０
名
の
来
場
者

は
、
三
線
、
バ
ン
ド
、
フ
ル
ー
ト
な
ど
の

生
演
奏
を
楽
し
み
、
日
が
暮
れ
る
と
志
布

志
町
Ｓ
Ｌ
保
存
会
の
協
力
を
得
て
灯
さ
れ

た
キ
ャ
ン
ド
ル
の
優
し
い
光
が
、
舞
台
を

引
き
立
て
て
い
ま
し
た
。

味わい深いコンサートになりました

ダ
グ
リ
岬
海
水
浴
場
オ
ー
プ
ン
！

　

7
月
９
日
、
ダ
グ
リ
岬
海
水
浴
場
の
海

開
き
が
行
わ
れ
、
本
格
的
な
夏
の
季
節
が

到
来
し
ま
し
た
。

　

海
開
き
で
は
、
は
じ
め
に
神
事
が
行
わ

れ
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
こ
の
夏
の
安
全

を
祈
願
し
、
海
水
浴
場
を
管
理
す
る
ダ
グ

リ
岬
遊
園
地
が
創
立
30
周
年
を
記
念
し
て

作
っ
た
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
と
踊
り
を
披
露
。

当
日
は
あ
ゆ
み
保
育
園
、
お
お
ぞ
ら
保
育

園
、
の
が
み
保
育
園
の
園
児
約
90
人
が
訪

れ
て
、
待
ち
わ
び
た
皆
さ
ん
は
合
図
と
同

時
に
一
斉
に
海
へ
飛
び
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
16
日
に
は
遊
園
地
内
に
あ

る
流
水
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
が
営
業
を
開
始

し
ま
し
た
。
海
水
浴
場
、プ
ー
ル
と
も
に
、

8
月
31
日
ま
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

事故がないように、夏を楽しんでください！

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
３
０
０
人

　

創
年
市
民
大
学
夏
休
み
特
別
企
画
「
し

ぶ
し
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、
７

月
30
日
、
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
創
年
と
子
ど
も
の
ま
ち
宣
言
事

業
を
推
進
す
る
、
知
恵
袋
伝
承
事
業
の
一

環
と
し
て
志
布
志
創
年
市
民
大
学
と
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
が
連
携
を
取
り
、

協
働
で
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
で
す
。

　

屋
田
伸
仁
志
布
志
中
学
校
長
の
「
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー
」
で
幕
を
開
け
た
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
で
は
、
エ
コ
お
も
ち
ゃ
作
り
や
ゲ

ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
バ
ー
ル
ー
ン
ア
ー
ト
な

ど
の
遊
び
場
で
会
場
は
賑
わ
い
、
子
ど
も

だ
け
で
な
く
創
年
市
民
大
学
生
も
一
緒
に

お
も
ち
ゃ
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

郷
土
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

　

６
月
26
日
、
志
布
志
市
生
活
研
究
グ
ル

ー
プ
が
主
催
す
る
第
12
回
郷
土
料
理
教
室

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
10
代
か
ら
70
代
ま
で
合
計
20
人

の
参
加
者
と
グ
ル
ー
プ
員
が
一
緒
に
な

り
、
志
布
志
市
の
新
ご
当
地
グ
ル
メ
「
背

白
ち
り
め
ん
三
昧
丼
」
や
、
お
ひ
ら
、
い

こ
も
ち
な
ど
５
品
を
調
理
し
て
味
わ
い
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
料
理
の
下
ご
し

ら
え
、
味
付
け
の
ポ
イ
ン
ト
、
盛
り
付
け

ま
で
、
と
っ
て
も
勉
強
に
な
っ
た
と
喜
び
、

特
に
「
背
白
ち
り
め
ん
三
昧
丼
」
が
簡
単

に
美
味
し
く
家
庭
で
作
れ
る
こ
と
が
分
か

っ
て
、「
早
速
家
庭
で
も
作
り
、
家
族
に
食

べ
さ
せ
た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

自分たちで作った料理を味わいました

ショーやエコおもちゃ作りに子どもたちは大喜び！

7　市報しぶし■ 2011.8 2011.8 ■市報しぶし　6
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小松の里ボランティア清掃
　７月 23 日、有明ふるさと建友会
（代表：南末男さん）の皆さんが、
特別養護老人ホーム小松の里で、園
庭の除草などの作業を行いました。
　有明町内の建設業９社で構成され
る同会は、利用者の皆さんに暑い夏
を快適に過ごしてもらおうと、平成
17 年から除草作業に取り組んでい
ます。
　早朝から集まった約 30 人の皆さ
んは、慣れた手つきで垣根の剪定や
除草作業を行いました。

利用者からも大変喜ばれています！

駅周辺で美化活動
　７月９日、鹿児島信用金庫の職員
と顧客の皆さんが、志布志駅周辺の
清掃作業を行いました。
　この活動は、地域貢献活動の一環
として、同信用金庫の顧客で構成さ
れる「ハッピー会」の皆さんと職員
が毎年行っているものです。
　当日は、職員と会員合わせて約
30 人の参加者が集まり、早朝から
駅周辺のごみ回収や除草作業に汗を
流しました。

作業を行った皆さん

通山海岸清掃作業

　６月 16 日、通山海岸で清掃作業
が行われました。
　ウミガメが産卵する環境を守ろう
と、亀ん子クラブ主催で毎年実施さ
れているもので、当日は通山小 PTA
や校区、ふるさと協議会、そして今
回は NPO 法人物網人の皆さんを加
えた約 150 人が参加しました。
　皆さんはごみの回収やバリケード
のように積もった大量の竹を重機で
撤去を行い、ウミガメが産卵できる
砂浜の保全に取り組みました。

早朝からお疲れ様でした！
9　市報しぶし■ 2011.8

保
護
司
と
し
て
の
活
動
に
瑞
宝
双
光
章

　

保
護
観
察
を
言
い
渡
さ
れ
た
人
が
健
全

な
社
会
生
活
を
送
る
た
め
の
指
導
・
援
助

を
行
う
保
護
司
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り

犯
罪
や
非
行
を
犯
し
た
人
の
更
生
に
携
わ

っ
て
き
た
一
木
法
明
さ
ん
が
、
春
の
叙
勲

で
「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
木
さ
ん
は
教
員
生
活
を
経
て
、
お
父

様
の
跡
を
継
い
で
専
念
寺
の
住
職
と
な

り
、
そ
の
後
昭
和
59
年
か
ら
保
護
司
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
こ
れ
ま
で
30
人

の
対
象
者
の
更
生
に
携
わ
り
、
平
成
9
年

か
ら
曽
於
保
護
区
保
護
司
会
志
布
志
支
部

長
、
平
成
16
年
か
ら
は
曽
於
保
護
区
保
護

司
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
27
年
の
永
き
に

わ
た
り
、
信
念
と
熱
意
を
持
っ
て
従
事
し

て
き
ま
し
た
。

永年のご尽力に感謝いたします。

八
野
地
区
で
運
動
会

　

７
月
３
日
、
旧
八
野
小
学
校
で
、
た
ち

ば
な
保
育
園
と
八
野
校
区
の
皆
さ
ん
に
よ

る
「
ふ
れ
あ
い
運
動
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
閉
校
で
沈
む
八
野
の
元
気
を

取
り
戻
し
た
い
と
願
う
、
同
地
区
出
身
の

中
島
弘
美
園
長
と
、
安
楽
泰
次
郎
公
民
館

長
の
想
い
で
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

運
動
会
に
は
園
児
や
保
護
者
、
地
元
の

参
加
者
ら
約
３
０
０
人
が
参
加
。
子
ど
も

の
か
わ
い
ら
し
い
動
き
を
大
人
達
が
目
を

細
め
な
が
ら
見
守
る
中
、
パ
ン
喰
い
競
争

や
野
菜
の
つ
か
み
取
り
な
ど
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
競
技
の
数
々

に
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
と
「
八
野
の

再
生
」
を
再
確
認
で
き
た
１
日
と
な
り
ま

し
た
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
開
催

　

７
月
２
日
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
が
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
」
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
の
応

援
者
で
あ
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

養
成
が
、
自
治
体
や
企
業
・
団
体
が
共
催

で
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
研
修
で

は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
「
キ
ャ
ラ

バ
ン
・
メ
イ
ト
」
を
講
師
に
迎
え
、
体
験

を
交
え
た
講
話
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
尚
志
館
高
校
１
年
、
佐
々
木

瑶
香
さ
ん
は
、「
研
修
を
生
か
し
、
偏
見

を
持
た
ず
、
認
知
症
に
つ
い
て
し
っ
か
り

と
理
解
を
し
て
今
後
も
活
動
し
た
い
」
と

感
想
を
語
り
ま
し
た
。

認知症の人が安心して暮らせるまちを目指します！

子どもたちの元気な姿に大きな声援を送りました！

園
児
た
ち
が
マ
ダ
イ
を
放
流

　

７
月
１
日
、
夏
井
漁
港
内
で
マ
ダ
イ
の

放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
放
流
は
、
水
産
資
源
の
保
護
・
増

殖
を
目
的
に
、
志
布
志
漁
業
協
同
組
合
と

か
ご
し
ま
豊
か
な
海
づ
く
り
協
会
が
協
力

し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
海
や
魚
に
親

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
松
山
地
区
の
さ
ゆ

り
保
育
園
の
園
児
17
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
バ
ケ
ツ
の
中
で
泳
ぐ

10
㌢
程
の
マ
ダ
イ
の
姿
に
歓
声
を
上
げ
て

大
喜
び
。
バ
ケ
ツ
の
中
で
し
ぶ
き
を
上
げ

る
元
気
な
マ
ダ
イ
を
波
打
ち
際
ま
で
運

び
、「
大
き
く
な
っ
て
ね
」
と
声
を
か
け

な
が
ら
海
に
放
す
と
、
放
さ
れ
た
マ
ダ
イ

は
子
ど
も
た
ち
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
元
気

に
泳
い
で
い
き
ま
し
た
。

元気に育ってね‼

教
職
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
開
催

　

7
月
27
日
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

に
よ
る
教
職
員
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

が
、
旧
八
野
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
の
先
生
達
が
体
験
し
、
そ
れ
を
教
育

に
活
か
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
今
回
は
八
野
校
区
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
得
て
、
八
野
の
自
然
を
生
か
し
た
体
験
学

習
や
、
車
い
す
や
視
覚
障
害
者
の
世
界
の
疑

似
体
験
な
ど
、
参
加
者
は
様
々
な
研
修
を
受

講
し
ま
し
た
。

　

志
布
志
小
学
校
教
職
員
の
野
村
麻
衣
さ

ん
は
、「
視
覚
障
害
者
の
世
界
を
体
験
し

て
、
見
え
な
い
怖
さ
と
手
助
け
の
必
要
性

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
で
得

た
も
の
を
ぜ
ひ
子
ど
も
達
に
教
え
た
い
で

す
」
と
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

２人１組で階段や障害物の多いコースを歩く参加者

地
方
自
治
発
展
へ
の
尽
力
に
旭
日
小
綬
章

　

元
市
議
会
議
員
の
若
松
良
雄
さ
ん
が
、

地
方
自
治
功
労
者
と
し
て
春
の
叙
勲
に
よ

り
「
旭
日
小
綬
章
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

若
松
さ
ん
は
、
昭
和
50
年
に
旧
志
布
志

町
議
会
議
員
と
し
て
初
当
選
し
て
以
来
、

通
算
8
期
30
年
の
永
き
に
わ
た
っ
て
活

動
、
さ
ら
に
平
成
18
年
か
ら
は
志
布
志
市

議
会
議
員
と
し
て
1
期
4
年
の
間
、
住
民

福
祉
の
向
上
と
産
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
町
議
時
代
に
は
文
教
厚
生
員
会

委
員
長
、
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
、
産

業
建
設
委
員
会
委
員
長
を
歴
任
し
、
志
布

志
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
会
長
を
務
め
る
な

ど
、
議
会
の
健
全
な
運
営
と
、
広
く
地
方

自
治
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
の
ご
尽
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

伝達を受けた若松さん

市報しぶしの朗読サービス『和多市のしぶし』は毎週、土曜日（午前6時）と火曜日（午後9時）
に右のＦＭ局で好評放送中です。
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そ
ば
試
食
会

　
「
安
心
・
安
全
、
本
物
、
美
味
い
」
の

志
布
志
ブ
ラ
ン
ド
第
１
弾
を
目
指
し
て
、

6
月
29
日
、
蓬
の
郷
で
「
し
ぶ
し
の
夏
そ

ば
」
の
発
表
・
試
食
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
ば
と
言
え
ば
通
常
、
秋
に
収
穫
す
る

も
の
を
想
像
し
ま
す
が
、
今
回
は
発
表
さ

れ
た
も
の
は
、
九
州
地
域
の
温
暖
な
気
象

環
境
を
活
用
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
、

春
に
ま
い
て
夏
に
収
穫
す
る
「
春
の
い
ぶ

き
」
と
い
う
品
種
の
そ
ば
を
使
っ
た
も
の

で
す
。
夏
期
前
に
新
そ
ば
の
収
穫
・
出
荷

が
で
き
る
の
で
、
香
り
の
良
い
そ
ば
を
夏

期
に
賞
味
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま

す
。

　

試
食
会
で
は
、
食
べ
る
直
前
に
湯
が
か

れ
た
夏
そ
ば
の
風
味
を
味
わ
う
た
め
に
、

つ
ゆ
な
し
と
つ
ゆ
あ
り
の
両
方
で
試
食
し

ま
し
た
。「
風
味
も
良
く
美
味
し
か
っ
た
」

と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
、
評
判
も
上
々
で

す
。

農家として新しい一歩を

　７月 14 日、志布志市農業公社が
専業農家育成のために行っている研
修を終えた 14 期生の終了式と、新
たに研修に入る 16 期生の入所式が
行われました。
　14 期生の河﨑宏彦さん、由紀さ
ん夫妻と白川博信さん、輝美さん
夫妻は、一人立ちした農家として、
16 期生の坂口高さん、朋子さん夫
妻と三木博文さん、多美さん夫妻は
新たな研修生として、期待と不安を
胸に新しい一歩を踏み出しました。

14 ～ 16 期研修生の皆さん

大
昔
の
暮
ら
し
に
思
い
を
馳
せ
て
…

　

7
月
19
日
、
教
育
委
員
会
主
催
の
出
前

講
座
、「
遺
跡
か
ら
地
域
の
歴
史
を
み
て

み
よ
う
！
」
が
松
山
小
学
校
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

歴
史
の
学
習
が
始
ま
っ
た
6
年
生
を
対

象
と
し
た
本
講
座
。
は
じ
め
に
土
器
や
石

器
を
実
際
に
手
に
と
っ
て
、
何
に
使
う
物

な
の
か
を
考
え
る
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
、
受
講
し
た
19
人
の
皆
さ
ん
は
、
目
の

前
に
並
べ
ら
れ
た
大
昔
の
道
具
に
触
れ
な

が
ら
、
お
互
い
に
意
見
を
出
し
合
っ
て
考

え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
石
の
ナ
イ
フ
で
実
際
に
紙
が
切

れ
る
こ
と
を
実
演
す
る
と
大
き
な
ど
よ
め

き
が
起
こ
る
な
ど
、
皆
さ
ん
は
興
味
深
く

講
師
の
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

電
気
は
大
切
に
！
省
エ
ネ
出
前
授
業

　

原
発
問
題
の
影
響
で
例
年
以
上
に
省
エ

ネ
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
中
、
7
月
8

日
に
田
之
浦
小
学
校
で
省
エ
ネ
出
前
授
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

宮
崎
大
学
名
誉
教
授
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
宮

崎
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
セ
ン
タ
ー
」
理

事
長
を
務
め
る
西
亮
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

た
授
業
で
、
参
加
し
た
全
校
児
童
の
皆
さ

ん
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
続
け
る
こ
と
で

起
こ
る
問
題
や
、
家
庭
で
使
用
す
る
電
力

の
割
合
が
昔
よ
り
増
え
て
い
る
現
状
を
教

わ
り
、
自
宅
で
も
で
き
る
省
エ
ネ
対
策
に

つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

こ
の
授
業
を
受
け
、
皆
さ
ん
は
自
宅
の

電
力
使
用
量
を
環
境
家
計
簿
と
し
て
付
け

る
こ
と
を
夏
休
み
の
課
題
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

初めて触れる土器や石器に興味津津！

授業を行う西さん

ゆうパックで全国発送できます。贈り物にどうぞ！

ヘ
ソ
カ
ド
ケ
マ
イ
マ
イ
の
生
息
確
認

　

志
布
志
町
志
布
志
の
住
宅
地
で
、
7
月

２
日
、
主
に
大
隅
諸
島
・
ト
カ
ラ
列
島
に

分
布
し
、
県
の
準
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ

れ
て
い
る
ヘ
ソ
カ
ド
ケ
マ
イ
マ
イ
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

　

ヘ
ソ
カ
ド
ケ
マ
イ
マ
イ
は
、
腹
側
に
ヘ

ソ
の
よ
う
な
窪
み
が
あ
り
、
扁
平
で
端
に

毛
が
生
え
た
貝
の
形
状
が
特
徴
で
、
通
常

森
林
の
照
葉
樹
の
上
に
生
息
し
て
い
ま

す
。

　

7
月
上
旬
、
自
然
公
園
保
護
指
導
員
で

電
気
店
を
営
む
上
原
久
夫
さ
ん
が
作
業
中

に
死
骸
を
発
見
し
、
日
本
鱗
翅
学
会
会
員

で
希
少
動
植
物
の
保
護
活
動
を
行
っ
て
い

る
林
悦
子
さ
ん
が
知
ら
せ
を
受
け
て
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
敷
地
内
か
ら
多
数
の
個
体

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。「
住
宅
地
で
発
見

さ
れ
る
の
は
大
変
珍
し
い
。
他
の
地
域
に

も
生
息
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
林

さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　

ヘ
ソ
カ
ド
ケ
マ
イ
マ
イ
の
生
息
状
況
を

調
べ
る
た
め
、
現
在
、
市
内
で
の
目
撃
例

に
つ
い
て
情
報
提
供
を
求
め
て
い
ま
す
。

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
本
庁
市
民
環
境

課
環
境
政
策
係
（
℡
４
７
４
―
１
１
１
１

内
線
１
３
２
）ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

被災校の部活動のために

　６月 19 日、宇都中学校３年生と保
護者の皆さんが、東日本大震災で被災
した中学校への義援金造成のために、
リサイクルごみ集めを行いました。
　被災した学校では、部活動をした
くてもボールなどが流されてできな
いというニュースを知ったことから
始まった今回の取り組み。皆さんは
収集したごみの洗浄・分別を行い、
親戚や地域の協力もあって、トラッ
クに積み込めないほどのリサイクル
ごみが集まりました。

現在、学校で寄付先を選定中です

このようなカタツムリを発見したらお知らせください！

勤
労
優
良
青
少
年
表
彰
受
賞

　

勤
労
青
少
年
が
社
会
に
役
立
ち
健
や
か

に
成
長
す
る
意
欲
を
育
て
る
た
め
に
、
県

が
毎
年
行
っ
て
い
る
優
良
勤
労
青
少
年
表

彰
に
、
市
内
の
建
具
職
人
、
佐
藤
隆
洋
さ

ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
家
業
で
あ
る
建
具
屋
を
継

い
だ
4
代
目
で
、
こ
れ
ま
で
に
技
能
五
輪
や

技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
、

県
が
認
定
す
る
「
さ
つ
ま
の
匠
」
に
選
ば
れ

て
い
ま
す
。
表
彰
は
、
7
月
23
日
、
県
青
少

年
館
で
開
催
さ
れ
た
「
勤
労
青
少
年
の
日
」

記
念
大
会
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
に
つ
い
て
、
佐
藤
さ
ん
は
「
事
業

主
と
家
族
の
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
頂

け
た
賞
で
す
」
と
、
感
謝
の
言
葉
を
語
り

ま
し
た
。

長
年
の
功
績
に
内
閣
総
理
大
臣
感
謝
状

　

行
政
相
談
委
員
と
し
て
永
年
に
わ
た
り

活
躍
さ
れ
た
山
中
正
命
さ
ん
に
対
し
て
、

内
閣
総
理
大
臣
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
制
度
は
、
昭
和
36
年
に

創
設
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
50
年
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。
山
中
さ
ん
は
創
設
時
に
行
政

苦
情
相
談
協
力
委
員（
現
行
政
相
談
委
員
）

に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
平
成
19
年
に
退
任

す
る
ま
で
、
45
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
無

報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
住
民
か
ら

の
行
政
上
の
苦
情
や
要
望
を
受
け
付
け
、

相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
行
政
機
関
へ
の

通
知
な
ど
、
地
域
と
行
政
の
橋
渡
し
役
と

し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
表
彰
は
7
月
6
日
に
東
京
都
で

開
催
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
制
度
50
周
年

記
念
中
央
式
典
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

これからの活躍に期待します

永年の尽力に感謝します

新鮮朝市＆プチ☆フリーマーケット
毎月第３日曜日　ＪＲ志布志駅前ロータリーで開催！

主催　志布志駅前市場運営委員会
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地球にやさしいこと
　　　はじめよう！「志布志モデル」海外展開事業

本格的スタート‼

■問い合わせ先　
　本庁市民環境課環境政策室	 ℡ 474-1111（内線 131 ～ 134）
　松山支所市民課	 ℡ 487-2111（内線 224）
　志布志支所市民課	 ℡ 472-1111（内線 224・225）

Vol48.　花北　好
よ し こ

子さん（57歳）

・いちご農家
・「水たまり花」　代表

　
「
い
ち
ご
ソ
ル
ト
」
に
「
い
ち
ご
シ
ュ

ガ
ー
」…
、イ
チ
ゴ
を
材
料
に
し
た
ユ
ニ
ー

ク
な
商
品
を
開
発
、商
品
化
し
て
い
る「
水

た
ま
り
花
」
は
、
今
年
３
月
に
立
ち
上
げ

ら
れ
た
企
業
で
す
。

　

代
表
を
務
め
る
の
花
北
好
子
さ
ん
は
、

有
明
町
で
イ
チ
ゴ
農
家
を
営
ん
で
い
ま

す
。
イ
チ
ゴ
の
栽
培
を
始
め
た
頃
か
ら
、

「
い
つ
か
加
工
品
を
手
掛
け
た
い
」
と
考

え
て
い
た
そ
う
で
、
親
戚
の
家
が
空
家
と

な
り
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
車
庫
を
加
工
所
に
改
造
し
て
営

業
許
可
を
取
得
し
ま
し
た
。
会
社
名
は
ご

自
分
の
名
前
と
、
親
戚
の
家
の
屋
号
「
玉

利
」
か
ら
名
付
け
た
そ
う
で
す
。

　
「
大
手
に
は
な
い
、
独
自
の
も
の
を
開

発
し
よ
う
」
と
、
花
北
さ
ん
が
最
初
に
取

り
組
ん
だ
の
は
、
開
発
の
第
一
段
階
と
し

て
収
穫
の
シ
ー
ズ
ン
後
も
保
存
と
加
工
・

開
発
を
可
能
に
す
る
た
め
の
、
イ
チ
ゴ
の

写真①イチゴ粉末を作る前のペースト／
②いちごシュガー（砂糖）とソルト（塩）／
③子ども用と大人用が選べるドレッシン
グとジャム

「
粉
末
化
」。
加
工
で
き
る
機
械
が
高
価
で

あ
る
こ
と
な
ど
課
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、

粉
末
化
で
き
る
業
者
と
提
携
す
る
こ
と
で

解
決
し
、
試
作
を
繰
り
返
し
て
粉
末
化
に

成
功
、
イ
チ
ゴ
の
風
味
豊
か
な
「
い
ち
ご

ソ
ル
ト
」
と
「
い
ち
ご
シ
ュ
ガ
ー
」
の
製

品
化
に
至
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
粉
末
化
の
工
程
で
出
て
く
る
汁

を
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に
加
工
し
、
酸
味
の
強

い
大
人
用
と
、
野
菜
嫌
い
を
な
く
せ
る
よ

う
に
と
甘
め
の
子
ど
も
用
を
開
発
す
る
な

ど
、
無
駄
な
く
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
花
北
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
は
イ

チ
ゴ
の
実
だ
け
で
は
な
く
葉
に
も
お
よ

び
、
有
明
町
内
の
鍋
山
製
茶
の
協
力
で
、

紅
富
貴
茶
と
ブ
レ
ン
ド
し
た
、「
い
ち
ご

茶
」
を
開
発
し
ま
し
た
。
イ
チ
ゴ
の
葉
に

は
12
度
と
い
う
高
い
糖
度
が
あ
り
、
葉
の

糖
度
で
実
の
状
態
を
見
る
も
の
だ
そ
う
で

す
。「
紅
茶
の
原
料
に
な
る
紅
富
貴
茶
と

イ
チ
ゴ
の
香
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
葉
に

含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
の
一
種
で
あ
る
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
な
ど

を
摂
取
で
き
る
、
健
康
茶
と
し
て
飲
ん
で

ほ
し
い
」
と
花
北
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
開
発
の
裏
側
に

は
、
イ
チ
ゴ
農
家
と
し
て
の
悩
み
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

11
月
末
か
ら
始
ま
る
イ
チ
ゴ
の
収
穫

は
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
る
12
月
ま
で
の

価
格
を
ピ
ー
ク
に
、
終
盤
の
5
月
末
に
は

半
値
以
下
と
な
り
、
ま
た
出
荷
で
き
な
い

イ
チ
ゴ
は
捨
て
る
し
か
な
い
の
が
現
状
で

す
。「
そ
う
し
た
地
元
の
イ
チ
ゴ
を
商
品

化
す
る
こ
と
で
、
付
加
価
値
を
生
み
出
し

て
農
業
所
得
の
底
上
げ
を
図
り
た
い
」と
、

花
北
さ
ん
は
展
望
を
語
り
ま
し
た
。

　

商
品
化
に
至
る
ま
で
に
は
、
苦
労
も
絶

え
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
途
中
で
や
め
よ

う
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
以

前
か
ら
交
流
が
あ
っ
た
㈲
ラ
イ
ク
マ
ム
の

栗
原
直
子
さ
ん
の
後
押
し
の
お
か
げ
で
踏

み
と
ど
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
娘
の
堀
之
内
一
美
さ
ん
が
お
菓

子
の
試
作
を
担
当
し
た
り
、
調
理
師
経
験

が
あ
る
夫
の
隼
男
さ
ん
が
味
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
な
ど
、
家
族
が
協
力
し
、
身
内

だ
か
ら
こ
そ
言
え
る
辛
口
で
率
直
な
意
見

が
、
開
発
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
、「
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
興
味
が
あ
る
の
で
、
60
歳

を
目
処
に
農
業
体
験
が
で
き
る
農
家
民

宿
・
レ
ス
ト
ラ
ン
を
始
め
た
い
」
と
、
最

後
に
花
北
さ
ん
は
語
り
ま
し
た
。

家
族
の
協
力
で
い
ち
ご
の
新
た
な
価
値
を
見
出
す

市
が
主
体
と
な
っ
た
国
際
貢
献

　

焼
却
せ
ず
分
別
し
て
埋
立
ご
み
を
減
ら

す
共
生
協
働
の
取
り
組
み
は
、
国
際
的
に

高
く
評
価
さ
れ
「
志
布
志
モ
デ
ル
」
と
名

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
志
布
志
モ

デ
ル
」
は
、
資
金
力
・
技
術
力
に
乏
し
い

途
上
国
に
、
と
て
も
参
考
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

過
去
３
年
間
、「
フ
ィ
ジ
ー
国
廃
棄
物

減
量
化
・
資
源
化
促
進
（
3R
）
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」に
職
員
が
参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
、
志
布
志
市
が
主
体
と
な
っ
て
「
草

の
根
技
術
協
力
事
業　

フ
ィ
ジ
ー
国
を
中

心
と
し
た
大
洋
州
に
お
け
る
志
布
志
モ
デ

ル
の
推
進
」を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
７
月
４
日
か
ら
４
日
間
の
日
程

で
市
の
代
表
団
４
人
が
フ
ィ
ジ
ー
国
を
訪

問
し
、
７
月
５
日
、
首
都
ス
バ
市
で
本
田

修
一
市
長
及
び
上
村
環
市
議
会
議
長
が
出

席
。
こ
の
事
業
の
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
（
開
始
式
）
を
開
催
し
て
、
基
本
的

な
合
意
を
行
い
ま
し
た
。

市
民
一
人
ひ
と
り
の
協
力
の
賜

　

今
回
の
事
業
で
は
、
次
の
こ
と
を
３
年

か
け
て
実
施
し
ま
す
。

① 

志
布
志
市
に
て
、
フ
ィ
ジ
ー
国
、
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
国
、
ソ
ロ
モ
ン
国
及
び
バ
ヌ

ア
ツ
国
の
研
修
生
受
入
研
修
生
の
受
入

② 

フ
ィ
ジ
ー
国
へ
専
門
家
の
派
遣
し
、
集

落
説
明
会
の
実
施
及
び
フ
ィ
ジ
ー
国
内

各
自
治
体
廃
棄
物
担
当
者
向
け
の
セ
ミ

ナ
ー
実
施

③ 

フ
ィ
ジ
ー
国
で
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
国
、

ソ
ロ
モ
ン
国
及
び
バ
ヌ
ア
ツ
国
の
研
修

生
を
受
け
入
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

　

こ
う
し
た
技
術
支
援
は
日
本
を
代
表
し

た
国
際
貢
献
で
あ
り
、
市
民
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
き
た
「
志
布
志
モ
デ
ル
」

が
海
外
へ
と
展
開
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
す
。
ひ
と
え
に
市
民
一
人
ひ
と
り
の
協

力
の
賜
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

友
好
的
な
関
係
を
築
き
た
い

　

フ
ィ
ジ
ー
は
面
積
１
万
８
２
７
０
平

方
㌖
、
人
口
約
８
４
万
９
０
０
０
人
で
、

３
０
０
の
島
々
で
形
成
さ
れ
た
国
で
す
。

美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
た
観
光
業
を
中
心

と
し
た
国
で
す
が
、
ご
み
の
減
量
化
と
資

源
化
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
訪
問
で
、
現
地
で
会
う
す
べ
て

の
人
か
ら
「
今
後
も
友
好
的
な
関
係
を
築

き
た
い
」
と
い
う
言
葉
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
は
さ
ら
に
交
流
を
深
め
、
志
布

志
市
の
経
済
的
発
展
に
も
繋
が
れ
ば
幸
い

で
す
。

も
の
を
大
切
に
、
人
を
大
切
に

　

分
別
し
て
ご
み
を
出
す
取
り
組
み
は
、

も
の
を
大
切
に
、
人
を
大
切
に
す
る
行
動

に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
よ
り
良
い
地
域

社
会
の
形
成
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
市
民
の
共
生
協
働
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
こ
の
事
業
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

　志布志市は、平成 23 年度から平成 25 年度までの３年間、国際協力機構（JICA）草
の根技術協力事業（地域提案型）として、「フィジー国を中心とした大洋州における志
布志モデルの推進」を実施します。

　「草の根技術協力事業（地域提案型）」は、国際協力機構から委託
を受け、地方公共団体が事業を実施することになります。地方公共
団体が持つ知識や経験を活かした事業を実施することにより、開発
途上地域の経済及び社会の発展に貢献することを目的としています。

ラウトカ市処分場を視察 開始式の様子（スバ市）ナンディ町マタボリボリ地区の子ども達と

※今月の読者プレゼントは、「水たまり花」の商品です。
　詳細は 29 ページをご覧ください。

花北好子さん（写真左）と娘の堀之内一美さん（写真右）

①

④

③②
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  図書館へ行こう！

今月のテーマ図書
「調べ学習・工作」

今月のテーマ図書
「夏メニュー」

■問い合わせ先　志布志市立図書館	　Tel	472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

読書感想文・感想画コンクールの募集が始まります‼

おはなし会へ出かけよう！
本　館　　８月 13 日・20 日・27 日（土）午後２時～

松山分館　　８月 25 日（木）午前 10 時～
有明分館　　８月 20 日（土）午前 10 時～
※	志布志・香月・安楽分館は、地区公民館の改修工事のた
め、８月から 10 月上旬にかけて休館します。

毎月 23 日は「子どもといっしょに読書の日」
ボランティア養成講座　第３回「本ドクターになろう！」８月 19 日 ( 金 )10 時から

休館日カレンダー（本館）
  August　８月

日 月 火 水 木 金 土
12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

September　９月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24

図 書 館

情

報
■ 休館日（本館及び各分館・移動

図書館車の全てが休みになり
ます）

○ かみふうせん（お話し会）14 時〜
○本館お話し会（読み聞かせ会）14 時〜

○

○
○

○

○

新刊案内
■「我が家の問題」

奥田　英朗　著
　完璧すぎる妻のせいで帰宅
拒否症となった夫。里帰りの
しきたりに戸惑う新婚夫婦…。
　誰の家にもきっとある、さ
さやかだけれど悩ましい６つ
のドラマ。『小説すばる』掲載
を単行本化。

■「フラッシュ・ポイント」
神永　学　著

　予知された死者は、自分－。
死神も呆れる不死身のイケメ
ン探偵、今度こそ絶体絶命！
　シリーズ最大の悲劇を叫ぶ
一触即発の事態を回避できる
のか？「天命探偵」シリーズ
第４弾。

親子読書研修会で活動発表
　７月７日、「親子で楽しいひとと
きを『おやこ一冊読書』」をテーマ
に県民交流センターで行われた平
成 23 年度親子読書研修会に、市か
ら図書館ボランティア養成講座の
受講生ら 20 人が参加しました。
　活動発表ではボランティアグループ「かみふ
うせん」の本村多可子さんが、これまでの読み
聞かせ活動の中で出会った１冊の本と親子の
話を紹介し、その後、同じく「かみふうせん」
が舞台でぺープサート（紙人形劇）の実演発表

を行うと、県内か
ら参加した 350 人
の来場者から多く
の 拍 手 が 贈 ら れ、
有意義な質疑応答
や意見交換が行わ
れました。
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古
い
扇
風
機
は
要
注
意
！ 

　

自
宅
で
使
用
し
て
い
る
扇
風
機
は
、

購
入
し
て
か
ら
25
年
以
上
経
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？
ま
た
、
何
年
も
使
用
し
て
い

な
か
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

例
年
、
７
月
、
８
月
に
扇
風
機
に
よ

る
重
大
製
品
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
長
期
間
使
用

に
よ
る
内
部
品
の
劣
化
が
原
因
で
起
こ

る
火
災
で
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
は
節
電
の
た
め
に
古

い
扇
風
機
を
持
ち
出
し
て
使
用
し
て
い

る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
次
の
症
状
に
注
意

①�

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
も
フ
ァ
ン
が
回

ら
な
い
。

②�

フ
ァ
ン
が
回
っ
て
も
、
異
常
に
回
転

が
遅
い
な
ど
、
動
き
が
不
規
則
。

③�

回
転
す
る
と
き
に
異
常
な
音
や
振
動

が
あ
る
。

④�
モ
ー
タ
ー
部
分
が
異
常
に
熱
か
っ
た

り
焦
げ
臭
い
。

⑤�

電
源
コ
ー
ド
が
折
れ
曲
が
っ
た
り
破

損
し
て
い
る
。

⑥�

電
源
コ
ー
ド
に
触
れ
る
と
フ
ァ
ン
が

回
っ
た
り
、
回
ら
な
か
っ
た
り
と
不

安
定
。

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
出
た
場
合
、
す

ぐ
に
使
用
を
中
止
し
、
コ
ン
セ
ン
ト
か

ら
電
源
プ
ラ
グ
を
抜
き
、
製
造
メ
ー

カ
ー
や
販
売
店
な
ど
に
連
絡
す
る
か
、

適
切
に
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
節
電
に
つ
い
て

　

体
に
無
理
の
な
い
適
度
な
節
電
対
策

を
心
が
け
、夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
を
消
費
者
被
害
か
ら
守
る
！

　

携
帯
型
ゲ
ー
ム

機（
ニ
ン
テ
ン
ド
ー

Ｄ
Ｓ
、
Ｗ
ｉ
ｉ
、

Ｐ
Ｓ
３
な
ど
）
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
入
口
に
な
っ
て
い
る
事
を
ご
存
知
で

す
か
？

　

２
０
０
９
年
秋
以
降
に
発
売
さ
れ
た

商
品
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
る

機
能
が
あ
り
、
子
ど
も
が
ゲ
―
ム
で
遊

ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
が
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
な
ど

の
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
、
目
を
配

り
、
常
に
注
意
を
払
う
よ
う
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
で

は
、
契
約
や
多
重
債
務
、
食
品
、
製
品

事
故
な
ど
全
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

巡
回
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
日
程

は
最
終
ペ
ー
ジ
の
「
く
ら
し
の
カ
レ
ン

ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■相談窓口　●市役所本庁港湾商工課商工振興係　　℡ 474-1111（内線 289）
　　　　　　●松山支所地域振興課地域振興係　　　℡ 487-2111（内線 322）
　　　　　　●志布志支所地域振興課地域振興係　　℡ 472-1111（内線 354）

消費者ホットライン　０５７０－０
ま も ろ う よ

６４－３
み ん な を

７０

知
っ
て
る
？
消
費
生
活
vol. ５

○

あなたが感動した
一冊の本の感想文・感想画を募集します！

平成 23 年度第６回志布志市

読書感想文・感想画コンクール

◆募集期間
　９月１日 ( 木 ) ～ 11 月 19 日 ( 土 )
◆対象　市内の園児、児童、生徒
　読書感想文
　●用紙　400 字詰原稿用紙
　●字数　学校 ( 園 )・学年で指定（要項参照）
　● 未発表で自筆とし、教科書等による作品は

除く。
　読書感想画
　●用紙　八つ切り画用紙 (25 × 36 ｃｍ )
　● 感想画の下に 100 字程度の説明文を付ける。
　● 未発表で、教科書等による作品は除く。
※ 詳細は、各保育園、幼稚園、学校を通じて配

布した募集要項をご覧ください。
◆応募・問い合わせ先
　志布志市立図書館　℡ 472 － 3322

○

福
島
県
か
ら
家
族
の
受
け
入
れ

交
流
が
あ
り
ま
し
た
‼

　

7
月
24
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
か
ら

い
も
交
流
会
」
と
福
島
県
人
会
の
主

催
に
よ
る
「
の
び
の
び
夏
休
み
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
福
島
県
の
被
災
さ
れ
た
家
族

を
夏
休
み
の
中
で
1
～
2
週
間
程
度

受
け
入
れ
、
の
び
の
び
と
過
ご
し
て

も
ら
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

当
日
は
62
名
の
皆
さ
ん
が
、
バ
ス

と
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
を
乗
り
継
い
で
30

時
間
以
上
か
け
て
志
布
志
港
に
到
着

し
、
そ
れ
ぞ
れ
鹿
児
島
県
内
の
受
け

入
れ
家
族
の
下
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　

屋
外
で
遊
ぶ
こ
と
を
制
限
さ
れ
て

い
た
子
供
ど
も
た
ち
が
少
し
で
も
の

び
の
び
と
過
ご
し
、
思
い
出
に
残
る

夏
休
み
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

日
本
海
洋
少
年
団
全
国
大
会
参

加
者
が
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
で
来
鹿

　

７
月
30
日
か
ら
8
月
2
日
ま
で
、

鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ
た
第
50
回
日

本
海
洋
少
年
団
全
国
大
会
IN
鹿
児
島

に
参
加
す
る
関
係
者
約
１
1
０
人

が
、
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
で
志
布
志
市
へ

来
鹿
し
ま
し
た
。
入
港
の
際
、
志
布

志
港
で
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ

れ
、
冒
頭
で
は
志
布
志
ち
り
め
ん
太

鼓
の
皆
さ
ん
が
雄
大
な
演
奏
で
華
を

添
え
ま
し
た
。

　

日
本
海
洋
少
年
団
全
国
大
会
は
、

手
旗
送
受
信
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
水

泳
、
カ
ヌ
ー
、
カ
ッ
タ
ー
等
の
競
技

に
分
か
れ
、
4
日
間
の
日
程
で
行
わ

れ
ま
す
。
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
る

の
は
、
昭
和
54
年
の
開
催
以
降
32
年

ぶ
り
と
い
う
こ
と
で
す
。

■問い合わせ先　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 286）

本村多可子さん

「かみふうせん」の皆さん
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娘
が
嫁
い
だ
の
は
三
世
代
家
族
、
子
ど
も

が
生
ま
れ
て
今
で
は
四
世
代
。
八
人
が
同
じ

屋
根
の
下
に
暮
ら
せ
ば
い
ろ
い
ろ
な
ト
ラ
ブ

ル
は
起
き
る
の
が
当
た
り
前
。
そ
れ
で
も

十
三
年
の
月
日
が
流
れ
、
そ
れ
な
り
に
落
ち

着
い
て
い
る
。

　

最
近
九
十
三
歳
の
ジ
ー
ち
ゃ
ん
に
認
知
症

の
症
状
が
出
始
め
て
き
た
ら
し
い
。
そ
こ
で

活
躍
し
だ
し
た
の
が
、
小
学
五
年
生
の
ひ
孫

（
私
に
と
っ
て
は
孫
）
の
奈
々
だ
と
聞
い
て

い
た
。

　

私
が
、
こ
の
連
休
に
訪
ね
て
行
っ
た
と
き

の
こ
と
、
奈
々
が
ジ
ー
ち
ゃ
ん
の
ベ
ッ
ド
の

脇
で
な
に
や
ら
賑
や
か
に
や
っ
て
い
た
。

「
イ
ミ
オ
（
ジ
ー
ち
ゃ
ん
の
名
前
）
君
、
今

度
は
国
語
の
勉
強
で
す
よ
」

「
忘
れ
ち
ゃ
っ
た
の
、
い
い
の
、
い
い
の
、

気
に
し
な
い
、
誰
で
も
忘
れ
る
け
ん
」

出
雲
弁
の
先
生
は
優
し
い
。

「
今
度
は
、
四
の
段
の
九
九
を
覚
え
ま
し
ょ

う
。
さ
あ
先
生
に
つ
い
て
言
う
の
で
す
よ
」

ジ
ー
ち
ゃ
ん
は
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
、
も
つ

れ
る
口
で
復
誦
す
る
。

「
大
変
よ
く
出
来
ま
し
た
」

な
ん
と
も
微
笑
ま
し
い
光
景
で
あ
る
。

「
ヒ
イ
ジ
ー
チ
ャ
ン
、
お
む
つ
大
丈
夫
。
よ

ご
れ
た
ら
言
わ
な
く
ち
ゃ
あ
だ
め
だ
よ
。
恥

ず
か
し
く
な
い
け
ん
」

「
足
を
さ
す
っ
て
あ
げ
よ
う
か
」

　

今
度
は
優
し
い
介
護
士
さ
ん
だ
。
ジ
ー

ち
ゃ
ん
は
嬉
し
そ
う
に
う
な
ず
い
た
。

「
奈
々
ち
ゃ
ん
え
ら
い
ね
え
。
こ
れ
か
ら
も
、

ジ
ー
ち
ゃ
ん
の
め
ん
ど
う
ず
う
っ
と
み
て
あ

げ
て
ね
」

　

私
は
奈
々
の
頭
を
撫
で
な
が
ら
言
っ
た
。

「
あ
た
り
ま
え
さ
、
ヒ
イ
ジ
ー
チ
ャ
ン
を
守

る
の
が
う
ち
の
仕
事
だ
け
ん
」

　

奈
々
は
細
い
目
を
マ
ン
丸
に
し
て
言
っ

た
。
そ
の
瞳
の
輝
き
に
、
奈
々
の
精
一
杯
の

決
意
を
感
じ
た
。

　

奈
々
が
い
る
と
、
ジ
ー
ち
ゃ
ん
の
認
知
症

が
治
る
、
と
九
十
一
歳
に
な
る
バ
ー
ち
ゃ
ん

は
喜
ん
で
い
た
。

　

四
世
代
家
族
の
妙
を
垣
間
見
た
私
、
心
を

温
か
く
し
て
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
二
回
　
志
布
志
市
「
志
」
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

審
査
員
特
別
賞
（
若
潮
賞
）
作
品

　
　「
小
さ
な
決
意
」

山
本
　
信
之
さ
ん
（
愛
知
県
　
65
歳
）

挿絵
野呂　千鶴子さん

（生涯学習講座、日本画講師）

志
エ
ッ
セ
イ
は
志
布
志
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ

（http://m
anabiya.m

ain.jp/

）
で
も
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

17　市報しぶし■ 2011.8

　7月 22 日、志布志市屋内温水プールで志布志市小学
校水泳記録会が開催されました。
　当日は市内16の全ての小学校の子どもたちが集まり、
日頃の練習の成果を発揮していました。

熱気に包まれる中、大きな声援を受けて頑張りました

■問い合わせ先　教育委員会 生涯学習課　　　℡ 472-1111（内線 333）
　　　　　　　　志布志市生涯学習センター　 ℡ 472-3050

生涯学習のマスコット
　キャラクター「マナビィ」

教育委員会情報ネット

初心者大歓迎！らくらく簡単に覚える

パソコン講習会受講生募集！
　パソコンの基本操作、文書作成等を１日３時間の４日間で
また、インターネット・電子メールの
利用等も学習します。
■定員数　一講座 20 人定員
■受講料　3,000 円（テキスト代別）
■対象者　18 歳以上の方なら、
　　　　どなたでも。また、勤務地

　　　　　が市内なら、市外の方でも受講できます。
志布志地区日程表 （会場：志布志市文化会館）

NO コース 期　日 時　間 申込締切
１２ ワード中級

ワード中級

8月23日・24日・25日・26日
8月30日・31日・9月1日・2日

9:00～ 8月13日
8月20日
8月27日
9月3日
9月3日
9月17日

１３
１４
１５
１６
１７

18:00 ～
9:00～
18:00 ～
9:00～
18:00 ～

エクセル初級

エクセル初級

エクセル中級

エクセル中級

9月6日・7日・8日・9日
9月13日・14日・15日・16日
9月13日・14日・15日・16日
9月27日・28日・29日・30日

※　松山コース（詳細は後日決定）は11月から開始予定。
■問い合わせ先
　生涯学習センター　　　　　℡ 472-3050

「感動と志あふれる生涯学習のまちづくり」をテーマに

途中入学大歓迎です！
■問い合わせ先　創年市民大学事務局　℡ 472-3050
※プログラムは諸事情により変更されることがあ
　ります。

日　時 講義内容及び講師

8月24日（水）
18:00～

公開講座・人権教育講演会　
命の授業
～今の幸せに気づくことから
　　　　　　　　　　夢は広がる～
元中学校教諭　腰塚 勇人

創年市民大学カリキュラム

第３回「志」エッセイコンテスト

作品募集中！
６月１日（水）～１０月３１日（月）

●８００字以内（パソコン原稿も可）一人３点まで。
●応募作品は未発表の自作作品に限ります。

問い合わせ先
　　「志」エッセイコンテスト事務局　TEL472-3050

9月23日（金）
17：30～

学園祭・演奏会
南米アンデスの音楽 フォルクローレ
「インカニャンコンサート」　他

　志布志市文化会館の開館 35 周年記念自主文化事業として「スター

ダスト・レビュー３０周年記念コンサート」が６月２５日（土）開催

され、多くの家族連れを含む９４０人が来場しました。

「生まれて初めてコンサートを見る時には、スタレビがオススメ」

と言われるほどエンターテイメント性に富んでおり、今回、バンド

結成３０周年の節目にちなんで、ツアータイトルも「３０年３０曲

リクエスト付」という誰もマネの出来ないような企画でした。

　３０年の長い歴史の中から選ばれた３０曲には、代表曲「木蓮の涙」

や「夢伝説」、開演前に受け付けたリクエストのアカペラ曲、しっと

り曲、ノリノリ曲もあり、約４時間にわたりステージと客席が一体

となって大いに盛り上がりました。

祝！スタレビ30周年 記念コンサートで30曲熱唱

講師プロフィール

　中学校の熱血体育教師として

充実した日々を送っている最中、

頚椎（首の骨）骨折という大事

故に遭い、「一生、寝たきり」

との宣告を受ける。失意の果て

に自殺未遂を起こすが、家族や

生徒の応援と、自身の感謝の心

により、奇跡の復活を遂げる。

　現在「命の授業」の講演活動

で命の大切さを伝え続けている。

問い合わせ先　　志布志市文化会館　４７２-３０５０

１７：３０開場　１８：００開会　１８：３０講演会

市人権フェスタ「人権教育講演会」・志布志創年市民大学公開講座・市Ｐ連の集い

（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

手術は成功しました。しかし．．．、
　　首から下は、まったく動きませんでした

小学校水泳記録会を開催しました
　　種　目　名 氏　　名 学校名 記録
5 年男子 50m 自由形 廉 央 志布志 34″16
5 年女子 50m 自由形 葵 音 香 月 37″52
5 年男子 50m 背泳ぎ 幸 成 有 明 48″36
5 年女子 50m 背泳ぎ 萌 実 志布志 43″87
5 年男子 50m 平泳ぎ 翔 伊﨑田 54″11
5 年女子 50m 平泳ぎ 里 穂 香 月 53″80
5 年男子 50m バタフライ 廉 央 志布志 39″37
5 年女子 50m バタフライ 葵 音 香 月 42″65
6 年男子 50m 自由形 颯 大 香 月 32″66
6 年女子 50m 自由形 莉 乃 通 山 34″70
6 年男子 100m 自由形 周 平 志布志 1′09″77
6 年女子 100m 自由形 愛 海 志布志 1′15″88
6 年男子 50m 背泳ぎ 聖 貴 香 月 37″34
6 年女子 50m 背泳ぎ 莉 乃 通 山 39″73
6 年男子 50m 平泳ぎ 航 輝 尾野見 45″79
6 年女子 50m 平泳ぎ 愛 夏 尾野見 52″79
6 年男子 100m 平泳ぎ 周 平 志布志 1′31″24
6 年女子 100m 平泳ぎ 美 沙 紀 志布志 1′52″13
6 年男子 50m バタフライ 颯 大 香 月 35″03
6 年女子 50m バタフライ 愛 海 志布志 42″12
共通男子 200m リレー 香 月 2′18″55
共通女子 200m リレー 志 布 志 2′40″84
混合 200m リレー 潤 ケ 野 3′43″62

※■は大会新記録

■問い合わせ先　教育委員会 生涯学習課　　　℡ 472-1111（内線 333）
　　　　　　　　志布志市生涯学習センター　 ℡ 472-3050

生涯学習のマスコット
　キャラクター「マナビィ」

教育委員会情報ネット



企画政策課　男女共同参画推進室
　女性支援相談室　８月 17 日（水）有明改善センター　９月７日（水）志布志支所（各 13：00 ～ 17：00）

☎専用フリーダイヤル ０１２０- ７
な や む

８６- ０
お ご じ ょ

５４（月～金　8：30 ～ 17：00）
■問い合わせ先　企画政策課男女共同参画係　℡	474-1111（内線 250・255）
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男女がともに認め合い、
いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.66

審議会への女性の登用率は 27.5％
　志布志市には、選挙管理委員会や農業委員会、まち
づくり委員会、ひまわり元気委員会など 50 の審議会
があり、現在、委員総数７８６人の中で女性が２１６
人、登用率が 27.5％で、昨年度の 28.4％から 0.9％も
下降しました。
　志布志市は平成 24 年度までの目標数値を 32％に設
定していますので、女性の登用についてお願いしてい
きたいと思います。
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９月９日は「救急の日」です！

「あなたは、大切な人を、救えますか。」

あなたの行動で家族の命が救えます！
◆１分でも早い心肺蘇生が有効！
　自宅などでの心停止の数は、年間２～３万人と推定されています。心停止の場合、１分経過する
ごとに生存率が約７～ 10％低下するとされているため、救急車が現場へ到着するまでの間（約６～
７分）、近くに居合わせた人による、心肺蘇生が非常に重要となってきます。

◆心肺蘇生法の仕方
⑴ 早い通報（119 番、携帯

電話も 119 番）
　「だいじょうぶですか？」など、
数回呼びながら肩をたたき、反応
を確認します。反応がない場合は
誰かに消防署（119 番）への電話
を頼んでください。

⑵すぐに心肺蘇生
①まず、気道を確保して呼吸の確認をします。
気道確保は頭部を後屈させ、あごを持ち上げ確認
します。

（見て、聞いて、感じて確認します。）

②呼吸がなければ、人工呼吸を行います。
鼻をつまんで 1 秒かけてゆっくりと息を２回吹き
込みます。

③次に、胸骨圧迫（心臓マッサージ）を行います。
胸の真ん中（乳首と乳首の間）を両手で 30 回圧迫
します。

（1 分間に 100 回のテンポ）

④再び気道を確保し、２回の人工呼吸を行います。
「30 回の胸骨圧迫と２回の人工呼吸」を１サイク

ルとして救急車が来るまで繰り返します。

胸骨圧迫 30 回と人工呼吸 2 回

成人は４～５㎝沈むほど圧迫

小児は胸の厚みの１/ ３を圧迫
※心肺蘇生行為は、責任を問われることはありません。ためらわずに迅速に対応しましょう。

　曽於市・志布志市・大崎町で心肺停止により救急車で１年間に搬送された人のうち、
約 99％に当たる 100 人近くが亡くなっています。１人でも多くの人を救うために、消防
署では普通救命講習会を実施しています。
★救急車が来るまでに・・・あなたならどうする？
　もし、目の前であなたの大切な人が倒れたらあなたならどうしますか？
意識を失ったり，呼吸や心臓が止まってしまった場合、救急車が来るまでに、その場に居合わせた家族が救命手
当（心肺蘇生法と止血法）を施すか否かによって、その人の生死を左右してしまうことがあるのです。あなたが
救命手当方法を知っていれば、大切な家族の命を救うことができるのです。

★救急車だって、一番近いあなたにはかなわない！
　左の図は、救命のチャンスを表したものです。
　現場に居合わせた人が救命処置を３分以内で行った場合、約 50％以上の救
命のチャンスがあります。しかし、倒れてから３分以内に何もしなかった場合、
救命のチャンスは約 20％まで下がってしまいます。
　このことから、救急車が来るまでの間にいかに早く救急手当をしなければな
らないかが分かるかと思います。消防署ではこのような時に、だれでも救急手
当ができるように、「普通救命講習会」を開催しています。難しいことはあり
ません。あなたの愛する家族や仲間の尊い生命を救う為に、ぜひ、自治会や職
場等で取り組んでみませんか？

１００人規模の普通救命講習会開催 
◆日　時 ９月９日（金）
  13 時 00 分から 16 時 00 分（３時間講習）
◆場　所 曽於市末吉町　末吉中央公民館（２Ｆ）

■普通救命講習会の問い合わせ先
・北部消防署 ℡ 099-482-0119
・南部消防署 ℡ 099-477-0119
・財部分署 ℡ 0986-72-0119
・末吉救急分駐所 ℡ 0986-76-9119
・大崎救急分駐所 ℡ 099-476-0119

「志布志市女性人材リスト」登録者募集中 ‼
　市では、「男女 ( ひと ) がともに認め合い、いきいきと輝くまちをつくろう」をテーマに、性別
にかかわりなく、お互いを尊重しながら、個性と能力を十分に発揮し、共に参画できる男女共同参
画社会の実現を目指しています。
　しかし、様々な分野で女性の参画が不十分であるのが現状です。より多くの女性の皆様に政策・
方針決定の場へ参画していただくことを目的として「志布志市女性人材リスト」を作成し、市の審
議会等の委員への登用の際に活用させていただきたいと考えています。皆さんの積極的な登録をお
待ちしています。

登　録　者

女性人材リスト 審議会等担当課

 
 

  

紹　介

問い合わせ

委員等として
参画

委員等への
就任依頼情報提供

登　録

女性人材リスト活用の流れ

男女共同参画市民講演会
◆期　日　●９月３日（土）　　
　　　　　　・受　付　午後１時　・講演会　午後１時 30 分～３時
　　　　　●９月４日（日）
　　　　　　・セミナー　午前 10 時～ 12 時（希望者）
◆場　所　有明農業環境改善センター
◆参加料　無　料
◆講　師　相川　康子（あいかわ　やすこ）先生
　　　　　（ＮＰＯ政策研究所専務理事・元神戸新聞社論説委員）
◆内　容　「地震だ！津波だ！災害にも強いまちづくり
	 	 	 	 	 ～男女共同参画の視点で考える防災・減災・復興～」

託児所
あります！







東
日
本
大
震
災
の
災
害
支
援
を
終
え
て

　

７
月
２
日
か
ら
９
日
ま
で
、
岩
手
県
大

船
渡
市
に
私
達
保
健
師
２
名
派
遣
さ
れ
、

災
害
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
船
渡
市
は
人
口
４
万
１
０
８
９
人

（
Ｈ
23
年
２
月
末
時
点
）、
今
回
の
震
災
で

死
亡
者
３
２
５
人
、
行
方
不
明
者
１
２
４

人
（
７
月
８
日
現
在
）
の
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
現
地
の
到
着
し
た
時
も
、
ま
だ
家

や
車
の
瓦
礫
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
自
然
の

力
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

　

私
達
が
行
っ
た
時
は
、
朝
晩
は
涼
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
日
中
は
暑
く
鹿
児
島

と
変
わ
ら
な
い
程
で
し
た
。
災
害
か
ら
約

４
か
月
が
過
ぎ
、
避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅

へ
引
っ
越
す
方
も
多
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
支
援
も
物
資
搬
送
作
業
か
ら
義
援
金

の
調
整
作
業
に
移
行
す
る
時
期
で
、
少
し

づ
つ
復
興
へ
と
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　

保
健
師
の
活
動
は
、
避
難
所
５
か
所
の

巡
回
健
康
相
談
と
、
仮
設
住
宅
６
か
所
の

健
康
状
態
調
査
票
の
回
収
と
相
談
で
し

た
。
そ
の
中
で
支
援
の
必
要
な
方
は
大
船

渡
市
の
保
健
師
や
専
門
機
関
に
引
き
継
ぐ

業
務
も
担
っ
て
い
ま
し
た
。
全
国
か
ら
医

師
・
心
理
士
・
保
健
師
等
の
専
門
職
が
応

援
に
来
て
い
て
、
大
船
渡
市
の
職
員
と
一

緒
に
一
生
懸
命
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

仮
設
住
宅
に
入
居
し
安
心
す
る
方
も
い

れ
ば
、
何
も
す
る
こ
と
が
な
く
不
安
に
な

熱
中
症
予
防
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る
方
、
認
知
症
の
進
ん
だ
方
等
、
い
ろ
ん

な
人
に
出
会
い
ま
し
た
。
生
き
て
い
く
こ

と
へ
の
不
安
を
抱
い
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
活
動
を
通
じ
、
不
安
を
抱
え
た

方
々
に
、
保
健
師
と
し
て
じ
っ
く
り
話
を

傾
聴
す
る
こ
と
や
、
身
体
の
リ
ラ
ッ
ク
ス

法
、
環
境
の
変
化
が
心
身
に
及
ぼ
す
影
響

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
か
イ

メ
ー
ジ
を
持
ち
な
が
ら
活
動
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

仮
設
住
宅
は
、
と
て
も
暑
く
ク
ー
ラ
ー

が
つ
い
て
い
て
も
電
気
代
の
心
配
や
ク
ー

ラ
ー
を
使
う
習
慣
が
な
い
な
ど
の
理
由
で

利
用
し
な
い
方
も
多
く
、
熱
中
症
の
対
策

が
急
務
と
感
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ

ま
で
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
確
保
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
も
大
切
と
感
じ
ま
し
た
。

　

住
民
の
話
の
中
で
、
避
難
訓
練
を
し
て

い
て
も
実
際
は
行
動
で
き
な
か
っ
た
、
と

い
う
話
や
、
一
方
で
小
学
校
の
避
難
階
段

が
完
成
し
た
ば
か
り
で
避
難
訓
練
を
実
施

し
て
い
て
、
訓
練
通
り
行
動
し
た
お
か
げ

で
児
童
や
教
師
が
一
人
も
命
を
落
と
す
こ

と
が
な
か
っ
た
、
と
い
う
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
前
回
は
津
波

が
来
な
か
っ
た
か
ら
自
分
の
と
こ
ろ
は
大

丈
夫
と
思
っ
た
」
と
い
う
声
を
多
く
聞
き

ま
し
た
。

　

緊
急
事
態
時
は
、
一
人
ひ
と
り
が
避
難

す
る
モ
デ
ル
と
な
る
行
動
が
で
き
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

災
害
は
、
訓
練
時
と
同
じ
状
況
で
起
こ

る
と
は
限
ら
ず
、
今
ま
で
の
体
験
と
違
う

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
心
に
留
め
て
、
風

化
し
な
い
よ
う
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
大

事
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
外
部
か
ら
の
災
害
支
援
に
は
期

限
が
あ
り
、
最
終
的
に
は
地
元
の
力
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
こ

と
、
家
族
や
地
域
の
力
が
復
興
へ
の
大
き

な
力
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

災
害
は
他
人
ご
と
で
は
な
く
、
自
分
の

こ
と
と
し
て
と
ら
え
て
、
日
頃
か
ら
家
族

や
地
域
で
話
し
を
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

と
再
確
認
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

陸
前
高
田
市
の
松
林
は
全
滅
し
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
一
本
だ
け
残
っ
て
い
る
松

が
あ
り
、
希
望
の
光
の
よ
う
に
た
く
ま
し

く
立
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
時

間
は
か
か
り
ま
す
が
、
東
日
本
の
復
興
を

心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。

　３月に発生した東日本大震災で被災した岩手県大船
渡市に対して、志布志市を含む４市５町で職員を派遣
し、取り組んでいる復興支援活動の中で、６月２日か
ら保健師の派遣が始まりました。
　志布志市からは７月に２人の保健師が派遣され、１
週間の日程で活動を行いました。
　今回は、その活動についてご報告します。

貯筋運動指導者講習会開催
　貯筋運動とは、高齢者を対象に家庭で簡単にできるトレーニング
方法で生活に必要な筋力を保てるようにする運動です。市ではこの
貯筋運動を普及させ、転倒予防や寝たきり等の予防につなげ、市民
の健康寿命を延ばしたいと考えています。
　貯筋運動は、鹿屋体育大学の福永哲夫学長が提唱し、全国的に広
まりつつありますが、今回、大学の全面協力で、７月 22 日に有明
農村環境改善センターや有明総合体育館で指導者講習会が開催され
ました。
　当日は、ふれあいサロン等で活動されているボランティア
の方や、介護福祉施設の運動指導士、健康づくり推進員等
60 名が参加しました。
　午前は、福永学長による「貯筋のすすめ」など３つの講義が
あり、午後からは体育館で実践や筋力測定の実技指導が行われ、
参加者は自分のものにしようと熱心に挑戦していました。
　今後、市民チャンネルを使って画像で「貯筋運動」を放送
することにしていますので皆さんも一緒にテレビを見なが
ら、毎日運動をしましょう。

高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成23年５月分の医療費の状況です。
医 療 費 総 額 ２８６，８４３，７２６円
５月末国保加入者数 １１，２７３人
1人当たり医療費（医
療費総額を加入者数
で除したものです）

２５，４４５円

医 療 費 １ 人 当 た り の 負 担 内 訳
市（ 国 保 ） 負 担 額 ２１，７０３円
個 人 負 担 額 ３，７４２円
　この金額は、国民健康保険に加入している皆
さんが医療機関等で診療したものに対し、市（国
保）が支払った医療費です。
　医療費総額の約 85.3％を市（国保）が負担してい
ます。

写真①保健師とともに派遣された、４市５町 18
次部隊の皆さん／②市の保健師が受け持った山
馬越地区の仮設住宅／③健康調査を実施する職
員／④入居者に対するリラックス法指導の様子

①

④ ③

②

復興に向けて作業が進む中、まだまだ手つかずの場所も見られました。（移動中、気仙沼市で撮影）

保健課　平井　孝実さん

保健課　栫　真由美さん

津波に流されずにたたずむ一本松

災害復興支援
活動ルポ
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短
歌
（
南
船
志
布
志
短
歌
会
）

二
時
間
の
山
よ
り
車
の
出
で
し
里
冥
途
な
ら
ね
ど
氷
菓
の
う
ま
し	

竹
永　

南
海

帯
ゆ
る
く
締
め
て
亡
夫
と
蛍
見
に
恋
文
を
胸
に
身
の
火
照
り
ゆ
く	

暉
峻　

康
瑞

逝
き
し
子
と
生
き
て
十
八
年
の
年
月
の
日
々
を
ひ
も
と
く
吾
も
還
暦
を
越
し	
池
ノ
上
一
枝

娘
の
住
み
し
温
泉
郷
の
滞
在
に
親
子
で
浴
び
る
朝
湯
の
ぬ
く
も
り	
岡
元　

初
子

義
援
金
に
幼
が
千
円
入
れ
て
お
り
つ
ま
立
ち
を
し
て
大
切
そ
う
に	
児
玉　

末
子

土
手
草
を
映
し
て
ゆ
る
く
流
れ
ゆ
く
田
に
引
く
水
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音	

西
江
美
津
子

濃
い
ご
い
と
甘
茶
戴
き
釈
迦
祭
り
今
年
の
縁
も
尊
く
あ
り
ぬ	

林　
　

靜
子

あ
と
幾
つ
春
の
訪
れ
迎
ゆ
る
や
だ
ー
れ
も
知
ら
な
い
私
の
寿
命�

平
川　

澄
子

通
院
に
付
き
添
い
し
こ
と
も
思
い
出
に
発
酵
す
る
を
知
り
し
歳
月�

益
倉　

睦
美

い
と
ま
な
く
季
は
巡
り
て
庭
隅
の
い
ち
ご
に
白
き
つ
ぼ
み
ほ
こ
ろ
ぶ�

松
下　

芙
美

日
す
が
ら
を
施
設
の
椅
子
に
腰
か
け
て
迎
へ
待
つ
て
ふ
友
の
背
な
撫
づ�

宮
原　

順
子

九そ
つ
じ
ゅ

十
寿
な
る
義
姉
は
逝
き
た
り
葬
送
の
車
の
道
辺
桜
は
盛
り�

山
田　

和
子

み
ど
り
子
の
泣
き
止
ま
ぬ
を
持
て
余
し
何
故
に
泣
く
の
と
問
い
い
る
孫
よ�

山
元
ハ
ツ
ミ

息
を
の
み
鳥
肌
立
ち
ぬ
大
津
波
春
浅
き
日
の
東
北
の
惨
状�

若
松
田
鶴
子

Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku *2011.8

俳
句
（
志
布
志
左
右
句
会
）

余
生
と
い
う
寂
し
き
夏
の
ふ
と
こ
ろ
手	

永
山　

又
生

梅
は
実
に
六
十
路
の
坂
は
迷
ひ
道	

坪
田　

秀
邑

青
田
往
く
耳
鳴
り
い
つ
か
消
え
て
お
り	

山
本
せ
つ
子

原
発
は
人
災
だ
べ
さ
螢
も
来
ね
ぇ
べ	

暉
峻　

康
瑞

入
梅
や
独
り
ぐ
ら
し
の
茶
づ
け
飯�

肱
岡
ち
か
子

少
年
に
還
る
日
波
と
戯
れ
る�

岩
根　

長
初

つ
ば
く
ろ
は
赫
い
夕
陽
を
銜
え
く
る�

肥
後　

洋
子

許
せ
と
は
言
わ
ぬ
夏
木
の
一
本
気�

吉
田　

十
二

校
庭
に
風
の
神
く
る
花
あ
う
ち�

東
平　

要
一

母
ひ
と
り
子
ひ
と
り
我
も
早
老
い
て�

川
崎　

川
幸

新
樹
の
森
で　

肩
の
力
を
ス
パ
ッ
ト
抜
く�

藤
後
む
つ
子

俳
句
（
は
つ
は
な
句
会
）

筍
は
縄
文
遺
跡
探
り
く
る	

坂
元　

幸
子

梅
雨
晴
間
山
の
ひ
だ
ひ
だ
白
け
む
り	

川
畑　

充
子

陶
土
ね
り
女
陶
工
汗
み
ど
ろ	

春
日　

ふ
く

一
匹
の
蛍
が
わ
れ
の
手
に
止
ま
り	

本
村　

湧
水

考
え
を
変
へ
た
る
蜻
蛉
回
れ
右	

鮫
島　

容
子

ご
先
祖
と
半
分
づ
つ
の
冷
し
瓜	

飯
野
寿
美
子

豌
豆
を
剥
け
ば
莢
よ
り
踊
出
で	

坂
本　

順
子

髪
切
っ
て
青
田
の
風
に
吹
か
れ
け
り	

八
久
保
千
鶴
子

棒
入
れ
て
覗
き
た
る
過
去
蝉
の
穴	

本
村
多
可
子

文芸コーナーでは市民の皆様のオリジナルの未発表の写真や絵画、イラスト等を紹介します。多く
の皆様の投稿をお待ちしています。

田之浦山宮神社夏祭りで披露された子ども神楽

薩
摩
郷
句
（
志
布
志
薩
摩
郷
句
会
）

土ど
ひ
ゅ
ぎ
わ

俵
際
ん
首し
ゅ
し
ょ相
を
津つ
な
ん波
が
押
し
戻も

で
っ	

伊
地
知　

孝

リ
ス
ト
ラ
ち
女か
房
け
言ゆ

が
な
ら
じ
職し
ょ
っ
み探
し
け	

今
村
千
代
子

べ
そ
を
け
っ
ご
ろ
い
と
ち
眠に

っ
し
も
た
孫	

木
藤　

富
美

五
時
間
目
欠あ
く
っ伸

の
次つ
ぎ

に
ゃ
舟ふ
ね

を
漕け

っ	

新
地　

十
意

嫁よ
め

支じ

た度
き
山
を
売
ろ
言ち
ゅ

が
買け

て手
が
無の

し	

末
村　

琢
詩

髙と
し
な
も
ん

齢
者
掛か

け
声こ
え

か
け
っ
立
っ
上ち
ゃ

が
っ	

竹
之
内
零
余
子

省
エ
ネ
ち
暗く
ら
や闇
み
婆ば
ば

は
テ
レ
ビ
観み

い	

野
村　

三
味

背
広
ど
ま
ぞ
ろ
引び

っ
帰も
ど

い
酔よ

く
れ
亭と

と主	

橋
口　

笑
二

地な

え震
津つ
な
ん波
こ
れ
で
も
か
言ち
ゅ

て
放
射
線	

樋
渡
草
団
子

長
雨
い
頭
び
ん
た

ん
中な

け
も
黴こ
し

が
ね
っ	

満
留　

ぐ
み

東
電
の
答こ
た
ん弁

い
腹
が
立
っ
通ど

え
っ	

福
山　

吉
連

市
長
コ
ラ
ム

本
田
修
一

日
本
一
か
ら
世
界
一
へ

　

７
月
25
日
の
市
情
報
セ
ン
タ
ー
開
局

に
よ
り
、
市
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

が
完
成
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
に
「
し
ぶ

し
志
（
こ
こ
ろ
ざ
し
）
ネ
ッ
ト
」、
行

政
放
送
番
組
に
「
Ｓ
Ｂ
Ｓ
元
気
告
知

板
」
と
い
う
愛
称
も
決
ま
り
、
本
格
的

な
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
が
よ
り
安

全
・
安
心
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
第
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
行
政
情
報
発
信
の
取
り

組
み
は
、
広
報
紙
、
チ
ラ
シ
、
防
災
無

線
や
一
部
地
域
の
有
線
放
送
で
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
市
内
全
域

に
設
置
さ
れ
た
行
政
告
知
放
送
端
末
と

市
民
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
る
放
送
が
加
わ

り
ま
し
た
。
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
ま
だ

ま
だ
活
用
の
仕
方
が
十
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
、
市
民
の
皆
様
の
意
見

も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
さ
ら
に
有
効
な

活
用
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
を
は

じ
め
、
市
で
は
様
々
な
分
野
で
「
日
本

一
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
中
の
一
つ
、
ご
み
の
分
別
に
つ
い

て
、
志
布
志
市
は
全
国
の
市
の
中
で
日

本
一
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
誇
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
ご
み
分
別
の
取
り
組
み
で
あ

る
「
志
布
志
モ
デ
ル
」
が
、
外
務
省
の

Ｏ
Ｄ
Ａ
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
事
業
に
よ
り
海

を
渡
り
、
フ
ィ
ジ
ー
国
を
中
心
と
し
た

南
太
平
洋
の
国
々
で
取
り
組
ま
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き

た
志
布
志
モ
デ
ル
が
こ
の
よ
う
に
評
価

さ
れ
る
こ
と
は
、
本
当
に
す
ば
ら
し
い

ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
市
民
の

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
日
本
一
を
目
指
し
て
い
る
市
の
取

り
組
み
の
中
で
、
も
し
か
す
る
と
こ
の

分
野
で
は
、「
世
界
一
」
と
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
世
界
一
と
い
え
ば
、
先
の
女

子
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
、
な

で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
が
優
勝
、
世
界
一
と

な
り
ま
し
た
。
期
待
し
て
い
た
反
面
、

「
ま
さ
か
」
と
い
う
驚
き
も
あ
り
ま
し

た
が
、
他
国
の
選
手
よ
り
も
小
さ
な
体

で
走
り
抜
い
て
勝
ち
取
っ
た
栄
冠
は
、

震
災
で
日
本
が
閉
塞
状
態
に
あ
っ
た
中

で
の
朗
報
と
な
り
、
誰
も
が
感
動
し
、

元
気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
を
率
い
た
佐
々
木
監
督
が

チ
ー
ム
の
緊
張
感
を
ほ
ぐ
す
た
め
に

「
お
や
じ
ギ
ャ
グ
」
を
使
っ
て
い
た
そ

う
で
す
が
、
そ
の
元
ネ
タ
が
、
本
市
出

身
の
綾
小
路
き
み
ま
ろ
さ
ん
の
漫
談
で

あ
っ
た
こ
と
で
す
。

　

き
み
ま
ろ
さ
ん
は
、
市
に
対
し
て
毎

年
多
額
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
市
出
身
の
志
あ
ふ
れ
る
日
本
一

の
漫
談
師
の
漫
談
が
、
世
界
一
の
原
動
力

と
な
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
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カイルブロック・ベンジャミン　先生

　私は去年、志布志市に来ました。志布志地区
の学校やふれあい教室を訪問しました。志布志
市に来たこと、志布志市で生活できたこと、志
布志市で出会った人たちみんな、すべて私の誇
りです。これからも大事にしていきます。私は、
将来外交官になりたいと思っています。アメリ
カに帰ってそのための勉強を始めます。そして、
外交官になってまた日本に、志布志市に帰って
きたいと思います。

メアリーマーガレット・ギリアム　先生

　志布志市に来て２年間過ごしました。有明地
区の学校を中心に訪問しました。志布志市で出
会った人たちはとてもいい人たちばかりでした。
学校で出会った子どもたちもみんな素晴らしい
です。私は、志布志市の子どもたちとのかかわ
りを通して、教育の道に進みたいと思いました。
次は与論島でＡＬＴをします。もっともっと日
本の文化を吸収したいと思っています。グッバ
イ。

　これまで、志布志市の小・中学校でＡＬＴとして外国語
活動や英語科の勉強をともにしてきた２人の先生が、７月
末をもって異動することになりました。
　与論町へ異動となったメアリーマーガレット・ギリアム
先生（写真右）は２年間、有明地区の小・中学校（蓬原小、
野神小、有明小、通山小、原田小、山重小、有明中、宇都
中、伊﨑田中）で学習してきました。
　アメリカへ帰国したカイルブロック・ベンジャミン先生

（写真左）は１年間、志布志地区の小・中学校（志布志小、
香月小、潤ケ野小、安楽小、志布志中）で学習してきました。
　先生方は、慣れない土地での生活や子どもたちの学習、
交流に積極的に関わっていただきました。ありがとうござ
いました。

Thank you & Good bye!!



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

　美
みとし

利さん（81 歳）　　　　　　　　　松山町泰野
　妻のミエ子さんと二人暮らしの美利さんは、「長生きは努力次第」
という、以前医師に教えられた言葉を教訓にしています。
　８年前の雨の日の夜に、歩いて帰宅する途中に交通事故に遭い、骨

折や内臓破裂などの重傷を負いました。緊急手術の末、一命を取り留める
事ができたものの、事故の後遺症で手にマヒが残り、杖が手放せなくなりま

した。しかし、リハビリやデイサービスで行うトレーニングのおかげで指も曲
がるようになり、自動車の運転もできるようになりました。運転については、退
院直後に家族に止められていましたが、こっそりと練習を重ねていたそうで、今
ではお孫さんの送迎を頼まれることもあるそうです。また、美利さんは「良くな
る事はなくても、これ以上悪くならないように」と、早朝のトレーニングと夕方
の散歩を毎日欠かしません。先述の教訓をむねに、こうした毎日の積み重ねがあ
るからこそ、元気に過ごせるのだと感じました。
　「事故の事は、相手も自分もお互いに運悪くあの道をあの時間に通ってしまっ
ただけなんです。入院中、相手の方が毎週のように見舞いに来て色々な話をしま
した」と振り返りながら、美利さんは相手の方が元気にしているか気にかけてい
ました。現在は、野菜作りや花を育てることを趣味に暮らしています。

　結
ゆ い な

衣菜ちゃん（０歳）　
（志布志町安楽）

父　亮児さん　　母　ゆかりさん

　いつもたくさんの笑顔をありがとう‼
結衣菜の日々の成長を見られてすごく幸

せだよ♡

　これからも元気いっぱいに育ってね。
　　　　　　　　　（両親より）

　蓮
れん

さん（14歳）	蘭
らん

さん（12 歳）

　　　　凛
りん

さん（７歳）	　　晏
あん

ちゃん（１歳）

　（有明町野井倉）
父　健さん　母　由美さん

　個性豊かな姉妹はとっても賑やか。お姉ちゃ
ん達に負けず、いつも元気に走り回るあんちゃ
ん。早く大きくなあれ！
　今日も走る４姉妹！勇気のトップランナー
目指して頑張れ‼

( 両親より )

市
民
の
広
場

　

小
学
校
低
学
年
の
頃
か
ら
習
字
を
は
じ

め
、
現
在
毛
筆
５
段
、
硬
筆
準
５
段
の
紫

央
里
さ
ん
は
、
習
い
事
で
忙
し
い
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　

エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
ほ
か
、
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
の
「
交
通
事
故
な
く
し
隊
」
に

所
属
し
て
、
７
月
末
に
は
宮
崎
で
開
催
さ

れ
た
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中

学
校
に
入
っ
て
か
ら
は
、
一
度
途
絶
え
て

し
ま
っ
た
バ
レ
ー
部
を
復
活
さ
せ
る
べ
く

設
立
さ
れ
た
同
好
会
に
入
会
し
て
、
７
人

の
会
員
で
練
習
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
も
休
み
な
く
活
動
し
て
い
ま
す

が
、「
ど
れ
も
楽
し
い
し
続
け
た
い
」
と
、

疲
れ
知
ら
ず
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

従妹の萌々葉ちゃんと一緒に

2011.8 ■市報しぶし　28

（No.068/2011-8）

　お便りをくださった方の中
から抽選でひまわり券 5 枚と
水たまり花から「いちごシュ
ガー、いちごソルト、いちご
茶詰め合わせ」を５人の方に
プレゼントします。

　水たまり　花
　〒 899-7402　有明町野井倉 8288-31
　℡４７７－１７２８

今
月
の

「
題
字
」

　
伊
﨑
田
中
学
校

　
　
　
　
　
1
年
生
　

　
紫し

お

り
央
里
さ
ん

◆港湾通り
（サンポート

　しぶしアピア内）

次の店舗で好評販売中‼

ミラクル米粉
　￥500

いちごシュガー
＆ソルト　各￥500

まるごと莓ソース　￥800

まるごと莓
　ドレッシング
大人用　　￥800
子ども用　￥600

いちご茶
（ティーパック）　￥1200

まるごと莓ジャム　￥500

◆新鮮市場
（志布志湾大黒

　イルカランド内）

◆あおぞら一丁目

　麻
ま ゆ

結ちゃん（３歳）　
　脩

しゅうと

斗ちゃん（２歳）　（松山町尾野見）

父　豊治さん　　母　美奈子さん

　踊るの大好き☆麻結、歌うの大好き☆脩斗。
そんな２人は我が家の元気印！
　おてんば娘ときかん太郎のこれからの成長が
とっても楽しみです。
　元気いっぱい育ちますように。

　　　　　　　　　（両親より）

あなたも市報しぶしのタイトルを書いてみませんか？書いてみたい方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせください。

読者プレゼント

水たまり 花
有明町産のいちごを使った商品をはじめ、
主婦・家庭目線で開発した商品をお届けいたします。

　美
み か こ

佳子さん（志布志町帖）　　　　　	　21 歳
勤務先：鮨虎庵
休日の過ごし方
　友達とご飯を食べて、お買物して、ドライブに行ったりします。
理想の異性：落ち着きと思いやりのある人です。
今のお仕事はどうですか？
　みんないい人ばっかりで、毎日いっぱい笑ったり、お話したりし
て楽しいです。たまに辛いこともあったりするけど、みんながいる
と元気になります。
同僚から一言（先輩の小松さん）
　明るい笑顔と素直なかわいらしい心で、いつも周囲を幸福にして
くれます！



２
歳
児
を
幼
稚
園
に
…

　

志
布
志
に
住
み
始
め
て
か
ら
４
年
目
、

冬
も
暖
か
く
、
環
境
も
良
く
、
安
心
し

て
３
人
の
子
の
育
児
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
市
内
に
あ
る
私
立
幼
稚
園
に
２

人
の
子
を
通
わ
せ
て
い
ま
す
。
２
人
通

わ
せ
る
上
で
大
変
に
な
る
の
は
や
は
り

金
銭
面
で
す
が
、
市
か
ら
の
就
園
奨
励

費
補
助
金
に
か
な
り
助
け
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

た
だ
こ
の
補
助
金
、
満
３
歳
に
な
っ

た
時
点
で
し
か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。今
、

全
国
的
に
も
幼
稚
園
の
４
年
保
育
化
が

進
む
中
、
２
歳
か
ら
幼
稚
園
に
通
わ
せ

る
選
択
を
す
る
家
庭
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
志
布
志
市
か
ら
受
け
ら
れ
る
こ

の
補
助
金
も
、
４
年
保
育
の
４
月
か
ら

受
け
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
は
い
た
だ

け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
ア
ン
パ
ン
マ
ン
35
歳
女
）

　
　
　

▼

　

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
制
度
は
、
幼
稚

園
教
育
の
振
興
と
保
護
者
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
そ
の
家
庭
の

所
得
状
況
に
応
じ
て
保
育
料
等
の
一
部

を
補
助
す
る
制
度
で
す
。
国
の
補
助
を

受
け
て
全
国
の
市
区
町
村
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
に
入
園
で
き
る
子
ど
も
は
、

法
律
で
満
３
歳
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
本
市
の
補
助
金
も
満
３
歳
か
ら

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
ご
要
望
の
よ

う
な
ニ
ー
ズ
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の

か
、
他
市
町
の
状
況
は
ど
う
な
の
か
、

こ
れ
か
ら
調
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

市
報
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

　

市
報
し
ぶ
し
を
毎
月
読
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

内
容
も
と
て
も
充
実
し
て
い
て
、
し

か
も
カ
ラ
ー
で
読
み
や
す
い
で
す
。
地

域
の
色
々
な
情
報
や
休
日
当
番
な
ど
が

載
っ
て
い
る
の
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
が
、
楽
し

く
な
る
話
題
を
た
く
さ
ん
載
せ
て
く
だ

さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

毎
月
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

（
ド
ラ
エ
モ
ン
娘
32
歳
女
）

　
　
　

▼

　

毎
月
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
広
報
担
当
と
し
て
、

取
材
疲
れ
に
染
み
る
お
言
葉
で
す
。

　

特
集
に
も
あ
る
と
お
り
、
市
民
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
放
送
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
お
知
ら
せ
や
、
ま
ち
の
話
題
を
ご

紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
市
報
と
も

ど
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
市報しぶしを読んだ感想や今後取り
上げて欲しい特集、志布志市に対す
るご意見等何でもお好きなことを書
いてください。（一部修正して掲載す
る場合もあります）
　月末までに頂いたお便りが、その月
のプレゼントの応募対象になります。
それ以降の分は次月の応募対象となり
ますので、ご了承ください。
…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します）
個別の回答はいたしませんので、
ご了承ください。

※	読者プレゼントは掲載にかかわらず頂いたお便りから抽選でプレゼントを行っています。多くのお便りをお待ちし
ています。その際、一言で結構ですのでご意見等をいただければ幸いです。（今月は 5通のお便りをいただきました）31　市報しぶし■ 2011.8

■場所　志布志市志布志町内之倉字横尾上 745 番地１（志布志畜産指導センター隣）
■分譲区画数　３区画中２画（１区画平均 135 坪）
■坪単価　13,600 円（１区画平均 184 万円）■地目　宅地（上水道・排水路完備）
■立地条件
　国道 220 号まで 5.0km、県道 63 号まで 4.7km、おおぞら保育園まで 0.2km
　森山小まで 2.4km、市役所志布志支所まで 7.2km
■申し込み資格・条件
●志布志市に定住する意思をもち、土地購入後３年以
　内に自ら居住する住宅を建築、居住すること。
●契約者は 18 歳以上で、同居される親族のいる方。
●	年に数回、隣地の畜産指導センターで畜産指導が行わ
れることにご理解のある方。
■申し込み・問い合わせ先
　市役所企画政策課　℡ 474-1111（内線 252・257）

森 山 住 宅 団 地 好 評 分 譲 中！
 

済

３区画中
　残り２区画

畑地かんがい事業のお知らせ
給水栓設置に関する問い合わせ等について

　Ｑ：給水栓とは何？
　Ａ：	給水栓とは、ダムからの水を畑で使用するための開閉装置のことで、畑の畦畔等に丸いコンクリートで囲っ

て設置します。（水使用料は、給水栓から畑で水を使う時に発生しますので、水を使わなければ発生しません。）
　Ｑ：給水栓を設置したら、個人負担があるの？
　Ａ：県営事業期間中であれば、給水栓までは個人負担なしで設置できます。
　Ｑ：給水栓を設置したら、維持管理費の個人負担があるの？
　Ａ：原則として、維持管理費は発生しませんが、水を使えば水使用料は発生します。
　Ｑ：給水栓を設置したら、設置した畑は売買できないの？
　Ａ：畑として使用する場合は売買できますが、農業委員会の許可を受ける必要があります。
　　		但し、宅地目的の売買については、原則として、宅地には転用できませんので注意してくだい。
　Ｑ：畑を将来宅地にしたいが、給水栓を設置したらどうなるのか？
　Ａ：	原則として、一旦給水栓を設置すると宅地には転用できません。従って、宅地に転用予定の畑には設置しな

いでください。
　Ｑ：給水栓の位置を変更（移動）したいのだが？
　Ａ：一旦設置した給水栓を移動する場合は、自己負担になりますのでご了承ください。
　Ｑ：給水栓を設置したいがどこに申込めばいいの？
　Ａ：下記の問い合わせ先の窓口で申し込んでください。（所有者の印鑑が必要です。）
　このように、給水栓までは県営事業期間中であれば無料で設置できますし、維持管理費の自己負担もありません。
また、畑を貸している場合に、借り手が水を使いたい場合は、農地法上の利用権設定を行なえば設定期間中は借り
手が水使用料を払うことで、水利用できます。その場合、給水栓が設置されていないと水利用もできませんので、
是非とも給水栓を設置していただきますようお願いします。

曽於東部地区・南部地区畑地かんがい事業の給水栓について
　曽於東部地区の給水栓設置（個人負担無し）の申し込みは、平成 23 年 3月まででしたが、同年 9月までに申込
期間が延長になりました。曽於南部地区の申し込みは、野神、山重、原田、蓬原の一部が平成 24年 3月までですので、
希望される方は早めにお申し込みください。

畑かん事業に関する問い合わせ先
・本庁農政課畑かん推進係　℡ 474 － 1111（内線 431）	 ・志布志支所産業振興室　　℡ 472 － 1111（内線 412）
・松山支所産業振興室　　　℡ 487 － 2111（内線 232）	 ・県畑かんセンター　　　　℡ 482 － 2547
・曽於東部土地改良区　　　℡ 487 － 2986	 	 ・曽於南部土地改良区　　　℡ 471 － 0171



市
民
の
広
場

年
金
額
を
増
や
せ
る
「
付
加
年
金
」

◆
付
加
保
険
料
と
付
加
年
金
の
額

　

付
加
保
険
料
は
、
定
額
の
保
険
料
に
付
加
保

険
料
を
プ
ラ
ス
し
て
納
付
す
る
と
、
老
齢
基
礎

年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て
給
付
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　

付
加
年
金
の
額
は
、「
２
０
０
円
×
付
加
保

険
料
を
納
め
た
月
数
」の
式
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
付
加
保
険
料
を
５
年
間
（
60

カ
月
）
納
め
た
と
き
の
総
付
加
保
険
料
額

の
２
万
４
０
０
０
円
（
４
０
０
円
×
60
カ

月
）
に
対
し
、
65
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
と

一
緒
に
支
給
さ
れ
る
付
加
年
金
の
額
は
年
額

１
万
２
０
０
０
円
（
２
０
０
円
×
60
カ
月
）
と

な
り
ま
す
。付
加
年
金
を
２
年
間
受
給
す
る
と
、

納
付
し
た
付
加
保
険
料
総
額
と
同
額
に
な
り
ま

す
（
65
歳
か
ら
受
給
し
た
場
合
の
金
額
で
す
）。

つ
ま
り
、
２
年
間
で
元
金
が
か
え
っ
て
く
る
わ

け
で
す
。
こ
れ
は
、
付
加
保
険
料
を
10
年
納
め

た
人
、
40
年
納
め
た
人
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

付
加
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
と
あ
わ
せ
て

受
給
で
き
る
終
身
年
金
で
す
。

　

一
方
、
付
加
年
金
は
老
齢
基
礎
年
金
と
一
緒

に
支
給
さ
れ
る
た
め
、
繰
上
げ
支
給
ま
た
は
繰

下
げ
支
給
を
し
た
と
き
に
は
、
本
体
の
老
齢
基

礎
年
金
と
同
じ
割
合
で
減
額
ま
た
は
増
額
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
付
加
年
金
を
納
め
ら
れ
る
人

　

付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
人
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

①�

自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
に
限
ら
れ
ま
す
。

②�

半
額
免
除
な
ど
の
一
部
免
除
を
含
め
、
保
険

料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
人
は
付
加
保
険
料
を

納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

③�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
な
ど
、
国
民
年
金

の
任
意
加
入
者
の
人
も
付
加
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④�

国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
人
は
、
付
加
保

険
料
を
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

◆
納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と

　

付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し
込
ん
だ
月
分

か
ら
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
納
付
期
限
を
過
ぎ

る
と
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
口
座
振
替
や

割
安
に
な
る
前
納
制
度
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

納
付
期
限
は
翌
月
末
日
（
休
日
・
祝
日
の
場

合
は
翌
営
業
日
）
で
す
。

◆
付
加
年
金
の
納
付
を
や
め
て
も

　

付
加
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
方
は
、
い
つ

で
も
任
意
の
と
き
に
申
し
出
て
、
そ
の
納
付
を

や
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
場
合
で
も

掛
け
捨
て
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

付
加
保
険
料
の
手
続
き
と
相
談
に
つ
い
て

は
、
市
役
所
年
金
係
窓
口
ま
た
は
鹿
屋
年
金

事
務
所
（
℡
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
６
）

33　市報しぶし■ 2011.8

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

版
で
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

平成23年度　自 衛 官 募 集
募集種目 資格 受付期間 試験期日

一般曹候補生 18 歳以上 27 歳未満 8 月 1 日～ 9 月 9 日 1 次   9 月 17 日
2 次 10 月 6 日～ 13 日

自衛官候補生 男子 18 歳以上 27 歳未満 8 月 1 日～ 9 月 9 日 9 月 17 日
女子 18 歳以上 27 歳未満 8 月 1 日～ 9 月 9 日 9 月 26 日

航空学生 高卒（見込含）21 歳未満の者 8 月１日～ 9 月 9 日
1 次 9 月 23 日
2 次 10 月 15 日～ 20 日
3 次 11 月 12 日～ 12 月 15 日

看護学生 高卒（見込含）24 歳未満の者 9 月 5 日～ 9 月 30 日 1 次 10 月 22 日
2 次 11 月 19 日・20 日

■給与等　採用時の給与は、採用予定者の学歴・経歴により異なります。
　　　　　その他、期末勤勉手当が年 2 回支給されるほか、職種や職域などに応じて特
殊勤務手当、調整手当等が支　　　　　給されます。
■衣食住 : 制服等は支給又は貸与され、食事代、宿舎費は無料、寝具なども貸与されます。
■休暇 : 年次休暇が年間 24 日のほか、夏季及び年末年始休暇等があり、完全週休 2 日

制が実施されています。
■問い合わせ先
●自衛隊鹿児島地方協力本部大隅地域事務所 ℡ 099-482-1405
●募集コールセンター（受付時間 12:00~20:00） ℡ 0120-063792
●志布志市役所総務課消防防災係　　℡ 099-474-1111（内線 215）

広告 広告

 

市の人口　６月 30 日現在
人　口	 33,952 人	 	 （23）
男　性	 16,039 人	 	 （７）
女　性	 17,913 人	 	 （16）
転　入	 102 人	 　転　出	 　71 人
出　生	 28 人	 　死　亡	 　36 人
世帯数	 15,736 戸	 	 （６）

志布志港　平成 23 年 5月分

　①入港隻数　53 隻（日本 3、外国 50）
　②輸出	 22 億 35 百万円
　③輸入	 130 億 54 百万円

資料　鹿児島税関支署
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　　今月の納税 納付期限　８月 31 日（水）　口座振替日　８月 25 日（木）
 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

 市県民税（２期）  国民健康保険税（４期）
 介護保険料（４期）  後期高齢者医療保険料（４期）

ストップ滞納

平成23年度 滞納処分等実施状況について
■問い合わせ先　税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 152,153）　　

■差押を実施した人数　63 人
　　　（平成 23 年４月～７月末現在）

市 県 民 税 と は ･ ･ ･
　一般的に「住民税」と呼ばれ、お住まいの市町村及び都道府県に対して、一定の所得
があると課税されます。また、「個人」と「法人」に分かれており、「個人」は一定の所
得があると課税され、市町村で都道府県民税まで徴収しますが、「法人」については、
県民税分は県へ直接申告・納付となります。
　今回は、この中でみなさんに一番身近な「個人」の課税について説明します。

　市県民税は、１月１日現在の住所地で、前年の１月１日から 12 月 31 日までの１年間の所
得に応じて課税されます。
　市県民税には「均等割」と「所得割」があり、その合計額が市県民税の年税額となります。
○均等割
　　市民税　･･･　３，０００円　　　　　　県民税　･･･　１，５００円
○所得割
　　市民税　･･･　課税標準額　×　６％　　県民税　･･･　課税標準額　×　４％
○税額控除
　　 税額を算出したのちにその税額から差し引く額のことで、外国税額控除、配当控除、

調整控除等があります。
○市県民税
　　市民税　＋　県民税　－　税額控除　＝　年税額
　また、市県民税の納付方法は、「特別徴収」と「普通徴収」の２つの方法があります。
　特別徴収とは、給与支払者が給与の支払いを受ける納税義務者から、毎月給与を支払う際
に市県民税の月割額を徴収し納入する方法です。普通徴収とは、納税義務者本人が納税通知
書によって年４回（６月・８月・10 月・12 月）に分けて納入する方法です。

国
税
だ
よ
り

「
公
売
に
参
加
し
た
い
と
き
は

　

国
公
売
と
は
、
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
入
札

等
の
方
法
に
よ
り
売
却
す
る
制
度
で
、
原
則
と

し
て
ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。�

　

公
売
は
全
国
の
国
税
局
や
税
務
署
で
行
っ
て

お
り
、
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
を
利
用

し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

公
売
の
日
時
や
公
売
財
産
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
公
売
を
実
施
す
る
国
税
局
や
税
務
署
の
掲

示
板
に
掲
示
す
る
公
売
公
告
に
記
載
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

公
売
手
続
な
ど
の
詳
細
は
、
国
税
局
や
最
寄

り
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
熊
本
国
税
局
徴
収
課

　

℡
０
９
６
―
３
５
４
―
６
１
７
１

●
大
隅
税
務
署

　

℡
０
９
９
―
４
８
２
―
０
０
０
７

　
　

※
自
動
音
声
案
内

冷 蔵 倉 庫 用 家 屋 に 対 す る
固 定 資 産 評 価 基 準 の 見 直 し に つ い て
　平成 21 年４月１日付け総務省告示第 225 号により、「冷蔵倉庫」に対する固定資産評価基準見
直しがあり、これまで一般の倉庫と同様の評価基準を適用していたものが、平成 24 年度課税分か
ら「冷凍倉庫』と同様の評価基準となります。
　このことで固定資産税が減額される場合がありますので、対象となる家屋をお持ちの方は、本年
中に市役所税務課固定資産税係までご連絡ください。
◆対象物件（次の要件をすべて満たしているもの）
１ 構造が鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄筋コンクリート造、コンクリート造、鉄骨造、軽

量鉄骨造等の非木造家屋（木造以外）の倉庫
２ 保管温度が摂氏 10℃以下に保たれる倉庫
３ 建物自体が冷蔵機能をもっている倉庫（建物の一部が冷蔵機能を備えている建物の場

合、その部分が全体の 50％以上を占めているもの）
※	一般倉庫内に冷蔵庫（プレハブ式、業務用等償却資産となるもの）を設置している倉庫は対象外
です。
※	全ての要件を満たしていても、建築後一定年数を経過して原価残存率が 20％に到達している倉
庫は評価額の変更はありません。

◆お問い合わせ先　本庁税務課　固定資産税係　℡４７４－１１１１（内線１５５）

交 通 事 故 防 止 は 貴 方 が 主 役 で す
高齢者の交通安全　運転するときは
○顔を動かして安全確認を！
　 顔を動かすことで確認できる範囲が広がります。
○交差点では細心の注意を！
　 交通事故の半数は交差点で発生しています。交差点での

一時停止、安全確認を徹底しましょう。
○交差点での右左折時は、歩行者に注意を！
　 交差点での右左折時は、対向車両だけでなく横断中の歩

行者や自転車を見落とさないように注意しましょう。
○着けよう！シートベルト、ヘルメット！
○高齢者マークをつけましょう！
　７０歳以上の運転者の方が運転するときは高齢運転者標
識（高齢者マーク）をつけましょう。

交通事故状況　平成 23 年 6 月末現在

区　分 発生件数 死　者 傷　者
県　下 4728【-260】 36【-4】 5779【-291】

志布志市 100【+5】 3【+3】 129【+4】

志布志地区 59 0 78

有明地区 34 3 44

松山地区 7 0 7

　　※【　】は昨年比　
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国税庁ホームページ　
http://www.nta.go.jp

　差押の内容　
・給　与　 15 人 ・預貯金　 26 人
・不動産　 20 人 ・動　産　 0 人
・債　権　 2 人 



Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

ａ
ｔ
ｉｏ

ｎ
～
暮
ら
し
～

育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付
け
制
度

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機

構
で
は
、
交
通
事
故
で
働
き
手
が
亡
く

な
っ
た
り
、
重
度
の
後
遺
症
が
残
っ
た

人
の
お
子
様
に
対
し
、
中
学
卒
業
ま
で

無
利
子
で
育
成
資
金
の
貸
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
金　

額　

　

一
時
金
15
万
円
5
千
円
、
貸
付
期

間
中
毎
月
2
万
円
、
入
学
支
度
金

4
万
4
千
円
（
小
・
中
学
入
学
時
）

■
返
済
期
間　

20
年
以
内

　

ま
た
、
自
動
車
事
故
に
よ
る
重
度
の

後
遺
障
害
者
に
は
、
介
護
料
の
支
給
制

度
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構

　

交
通
事
故
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　

℡
０
５
７
０
―
０
０
０
７
３
８

　
　

http//w
w
w
.nasva.go.jp/

～
福
祉
～

知
的
障
害
・

発
達
障
害
福
祉
月
間
の
お
知
ら
せ

　

障
害
が
あ
っ
て
も
、
一
人
ひ
と
り
が

「
自
分
ら
し
く
」
生
き
て
い
け
る
よ
う
、

障
害
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
呼
び
か

け
る
た
め
に
、
９
月
を
福
祉
月
間
と
定

め
て
、
毎
年
全
国
的
な
広
報
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

■
期
間　

９
月
１
日
～
９
月
30
日

■
主
催　

鹿
児
島
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

■
問
い
合
わ
せ
先

　

有
明
本
庁
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１
（
内
線
１
７
3
）

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
等

提
出
の
お
知
ら
せ

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
児
童
扶
養
手

当
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
を
受

け
て
い
る
ご
家
庭
に
つ
い
て
、
所
得
状

況
や
生
活
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め

に
、
毎
年
８
月
に
所
得
現
状
届
を
ご
提

出
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
期
間
内
に
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
提
出
期
間

１
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
、

　

 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
受

給
資
格
者
証
更
新
申
請
書

　

８
月
１
日
～
８
月
５
日

2
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届

　

８
月
15
日
～
８
月
19
日

■
持
参
す
る
も
の

　

証
書
、
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
以
外
）

※
そ
の
他
必
要
な
書
類
等
に
つ
い
て

は
、
通
知
書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１
（
内
線
１
７
５
）

●
松
山
支
所
市
民
課
福
祉
係

　

℡
４
８
７
―
2
１
１
１
（
内
線
２
７
２
）

●
志
布
志
支
所
福
祉
課
福
祉
係

　

℡
４
７
２
―
１
１
１
１
（
内
線
２
０
２
）

～
そ
の
他
～

平
成
23
年
度

森
林
づ
く
り
推
進
員
を
委
嘱
し
ま
し
た

　

森
林
づ
く
り
推
進
員
は
市
の
委
嘱
を

受
け
て
、
森
林
所
有
者
を
訪
問
し
、
適

切
な
除
・
間
伐
が
集
団
的
に
実
施
さ
れ

る
よ
う
推
進
し
ま
す
。

　

除
・
間
伐
を
実
施
し
た
い
方
は
、
各

地
区
の
森
林
づ
く
り
推
進
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
の
実
施
す
る
森
林
の
除
・
間

伐
が
災
害
の
防
止
や
地
球
温
暖
化
防
止

に
貢
献
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
耕
地
林
務
水
産
課
林
務
水
産
係

　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１
（
内
線
４
２
４
）

志
布
志
文
化
財
愛
護
会
会
員
募
集
！

　

先
人
達
よ
り
受
け
継
い
だ
自
然
と
歴

史
・
文
化
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、

愛
護
会
員
に
な
り
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

※�

志
布
志
市
に
は
、
98
件
の
指
定
文
化

財
が
あ
り
ま
す
。（
国
指
定
６
件
・

国
登
録
２
件
・
県
指
定
16
件
・
市
指

定
74
件
・
指
定
外
多
数
）

■
活
動
内
容

・
指
定
外
の
文
化
財
の
保
護
（
清
掃
等
）

・
講
師
を
招
い
て
の
講
演
会
（
年
2
回
）

・
市
内
外
研
修
（
年
１
回
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

�

志
布
志
文
化
財
愛
護
会
事
務
局

　
（
市
教
育
委
員
会
文
化
財
管
理
室
内
）

　

℡
４
７
２
―
１
１
１
１
（
内
線
３
４
３
）

労
働
力
調
査
に
つ
い
て

　

労
働
力
調
査
は
、
失
業
率
や
雇
用
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
統
計
調

査
で
、
総
務
省
統
計
局
が
都
道
府
県
を

通
じ
て
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
は
、
統
計
的
な
方
法
に
基
づ
き

無
作
為
に
選
ば
れ
た
世
帯
の
15
歳
以
上

の
人
で
す
。
調
査
対
象
に
選
定
さ
れ
た

皆
様
の
ご
自
宅
に
統
計
調
査
員
が
伺
っ

た
際
に
は
、
調
査
へ
の
ご
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
実
施
機
関　

総
務
省
統
計
局

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
企
画
部
統
計
課

　

人
口
労
働
統
計
係

　

℡
０
９
９
―
２
８
６
―
２
４
８
２
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イノシシによる農作物被害が多発しています‼　

　イノシシによるかんしょ、水稲等の農作物被害が多発しています。もし、被害を受けた
場合は、労力や経済性等を考慮して次の防除対策を実施することが有効です。

【防除対策例】
　⑴野生鳥獣の生息地と農地との間に緩衝地帯を設ける（田畑周りの下刈り等）
　⑵田畑周辺に点滅ライトや髪の毛等を設置し、イノシシを警戒させる。
　⑶物理的防除の実施（トタン、ネットフェンス、金網、漁網、テープ等の設置）
　⑷電気柵の設置
※⑵の防除方法は慣れが生じ、効果は一時的であるため⑶、⑷の防除方法がより効果的です。
　イノシシを誘引しないためには、放棄果樹、野菜くず、雑草など、イノシシのエサ
となるものを放置しないことが重要です。
　防除対策を実施しても被害が出る場合は、市役所耕地林務水産課にお問い合わせく
ださい。調査を実施し、捕獲により被害が防げる場合は、市から有害鳥獣捕獲隊に捕
獲依頼を行ないます。
　捕獲の際は右の写真のとおり、オレンジ色の帽子とベストを着用して捕獲していま
す。
■農作物被害防止のための電気柵設置について
　電気柵を購入される際は、購入費の３分の１支給の補助金制度があります。ただし、補助金の上限額は３万
円です。購入前に見積書（２社以上）、カタログ、印鑑、振込先通帳を持参され、手続きを行ってください。尚、
この補助金の窓口は市役所農政課になります。
電気柵は、下草刈りの実施により常に通電しているかの確認が重要です。電気柵で一度、防護の効果があって
も、再度襲来することもあり、また、別の群がくることもあるので常に行き届いた管理が重要です。
■問い合わせ先
　●防除（補助金）に関すること　　本庁農政課生産流通係　　　　　℡４７４―１１１１( 内線４３３) 
　●駆除に関すること　　　　　　　本庁耕地林務水産課林務水産係　℡４７４―１１１１( 内線４２４) 

平成 22 年度イノシシ捕獲頭数
（単位：頭）

銃　器 わ　な 合　計
５ 80 85
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戦没者遺児による慰霊友好親善事業が行われます

　㈶日本遺族会では「戦没者遺児による慰霊友好親善事業」
の参加者を募集しています。
　この事業は、先の大戦で父等を亡くされた戦没者の遺児
の皆様を対象に、戦没された旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行
うとともに、同地域の住民との友好親善を図るものです。
■参加費用　10 万円（集合場所の東京までの旅費等は自己負担）
■実施地域　旧満州、旧ソ連、モンゴル、西部ニューギニア、
マリアナ諸島、中国、東部ニューギニア、ボルネオ・マレ
ー半島、トラック諸島、パラオ諸島、ソロモン諸島、フィ
リピン、ミャンマー、インド、マーシャル・ギルバート諸
島、ビスマール諸島、バシー海峡
	問い合わせ先　㈶日本遺族会事業課事業係　℡03-3261-5521
	申込先　　　　㈶鹿児島県遺族会	 	 ℡ 099-812-8292

鹿児島県出身沖縄戦没者追悼式　参列者募集

　第二次世界大戦における沖縄戦で戦死した鹿児島県出身
者の追悼式に参列を希望される方を募集します。
■期日　　　11 月 8日（火）
■場所　　　鹿児島霊園（沖縄県糸満市平和祈念公園内）
■対象者　　沖縄戦で戦死した方の三親等以内のご遺族
■募集人員　県内 9名程度
■申込期間　8月 15 日（月）～ 8月 31 日（水）
申込・問い合わせ先
志布志市役所本庁福祉課	 	 ℡ 474-1111（内線 173）
松山支所市民課	 	 	 ℡ 487-2111（内線 271）
志布志支所福祉課	 	 ℡ 472-1111（内線 203）

鹿児島県統計グラフコンクール作品募集

　グラフを使ったポスター作品づくりを通して、調べる楽
しさ、表現する楽しさを感じてみませんか！
■作品募集期間　6月下旬～ 9月 7日（水）
■応募資格　　　小学校１年生	～	一般
　詳しい内容は下記までお問い合わせいただくか、県の
ホームページをご覧ください。
申込・問い合わせ先
　鹿児島県企画部統計課　℡ 099-286-2473
　URL　http://www.pref.kagoshima.jp/index.html
　（「統計グラフコンクール」で検索）
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牧之原養護学校　学校見学会開催

　牧之原養護学校の施設、設備、教育内容等を理解してい
ただくとともに、一般社会人への特別支援教育の啓発とし
て正しい理解と認識を深める機会として開催します。
■日時　10 月 12 日（水）　9：10 ～ 12：05
　　　　※教育相談を希望する場合は、昼食後～ 14：25
■対象者　
　⑴	未就学の幼児及び小・中学校に在籍している児童生徒
とその保護者　

　⑵教育・療育関係者、就学相談関係者
　⑶特別支援教育に関心のある一般の人
■幼児・児童・生徒の受け入れ定員
　小学部 20 人、中学部 11 人、高等部 20 人
■申込締切　９月 15 日（木）必着（郵送または FAX）
■教育相談（希望者のみ）
　希望される人は、各自昼食の準備をお願いします。
　その他、詳細についてはお問い合わせください。
申込・問い合わせ先　鹿児島県立牧之原養護学校
　〒 899-4501　霧島市福山町福山 6140-1
　℡ 0995-56-2665	 Fax　0995-56-1865

第６回志布志市ボランティアまつり

■日時　8月 21 日（日）9時～ 12 時 10 分
■場所　健康ふれあいプラザ
■開会行事
　●東日本大震災復興支援活動発表、
　●ボランティア活動事例発表（志布志小学校、山重小学校）
■館内行事
　●チャリティバザー　●おもちゃ病院
　●活動展示コーナー
■室外催し物
　●無料コーナー（かき氷、綿あめ、ポップコーン等）
　●消防はしご車、パトカー、白バイ　●献血コーナー
　●収集ボランティアコーナー）
　ボラレンジャーも来るよ‼
※お楽しみ抽選会もありますよ！
※	当日は無料送迎バスも出ますの
で、ご利用ください。
問い合わせ先　　志布志市社会福祉協議会本所
　℡４７２ー１８００
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■ 基本料金だけの水道利用者の皆様へ　水道料金は、水道メー
ター（量水器）が取り付けてあるだけで基本料金が発生しま
す。休止の手続きをされますと、水道料金は発生しませんの
で休止の手続きをお勧めします。なお、休止されていた水道
を再度利用される場合は、1,000 円で開始できます。
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募集・イベント

交 通 事 故 無 料 定 期 相 談 会
■日時　８月 24 日（水）、９月 14 日（水）
　　　　10:00 ～ 16:00
■場所　サンポートしぶしアピア 1階　特設コーナー
　被害者の被った被害額について、提示された保険
金や過失割合は妥当なのか？など、不安や疑問をお
持ちの方に専門のスタッフがお答えします。
　保険会社とご示談される前に、ぜひ、ご相談くだ
さい。
【ご相談は全て無料、秘密は厳守いたします！】
■	問い合わせ先　
　NPO法人交通事故被害者救済推進協会
　℡０９９４－６５－６４０５

広告

８月

 ９月

14日  手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565
  ひろた小児科（小児科） ℡471-6111
21日　えびはら皮膚科（皮膚科） ℡478-0370
  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
28日  井  手  小  児  科（小  児  科） ℡473-3211
  松下医院（内科、外科） ℡472-1124

４日  藤後クリニック（内　科） ℡472-1237
  びろうの樹脳神経外科（脳神経外科・内科） ℡477-1212
11日  石神診療所（内科、皮膚科） ℡474-0107
  大山病院（内　科） ℡472-1400
18日　山口内科（内　科） ℡473-1188
  山下クリニック（内科、外科） ℡487-9001
19日  ひろた小児科（小児科） ℡471-6111
  陽春堂内科診療所（内　科） ℡472-5511
23日　えびはら皮膚科（皮膚科） ℡478-0370
  松下医院（内科、外科） ℡472-1124

８月・９月 休日在宅医診療

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡
医師会夜間急病センター（曽於郡医師会立病院
内)」までお問い合わせください。（℡482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。

８月

９月

■松山地区　
８月	 	 半下石建設	 ℡ 487-8706
８月 13 日	 	 イケダ	 ℡ 487-8771
８月 14 日	 	 佐藤建設	 ℡ 487-2049
８月 15 日	 	 加世田建設	 ℡ 487-2057
９月	 	 イケダ	 ℡ 487-8771
■志布志地区
８月９日～８月 12日	 山本組	 ℡ 472-1101
８月 13 日	 	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
８月 14 日	 	 崎田建設	 ℡ 473-0050
８月 15 日	 	 志布志水道	 ℡ 472-3540
８月 16 日～８月 22日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
８月 23 日～８月 29日	 高吉組	 ℡ 472-0721
８月 30 日～９月 ５日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
９月 ６日～９月 12日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
９月 13 日～９月 19日	 山本組	 ℡ 472-1101
■有明地区
８月７日～８月 12日	 池崎建設	 ℡ 475-2068
８月 13 日	 	 西江建設	 ℡ 474-2113
８月 14 日	 	 山中水道建設	 ℡ 474-1440
８月 15 日	 	 有徳設備	 ℡ 475-1596
８月 16 日～８月 20日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
８月 21 日～８月 27日	 諏訪建設	 ℡ 475-0045
８月 28 日～９月 ３日	 西江建設	 ℡ 474-2113
９月 ４日～９月 10日	 山中水道建設	 ℡ 474-1440
９月 11 日～９月 17日	 有徳設備	 ℡ 475-1596
■水道課からのお願いです
　水道の漏水が発生すると水道の供給ができなくなること
があり、市民生活に多大な影響を及ぼします。
　市民の皆様への影響を最小限にするために、通勤や日常
生活において、晴天なのに路面が濡れているなどありまし
たら情報提供のご協力をお願いします。
■問い合わせ先　水道課工務係　℡472-1111（内線261）

水道修繕当番店

　
８
月
・
９
月
の
行
事
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定
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９
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９
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第
３
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日
（
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～
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時
）



志布志市くらしのカレンダー

(日)

※ 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※１ 法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　℡472-1111（内線352）までご連絡ください。
※２ 場所・時間の詳細は、対象者に配布される受診票をご覧になるか、本庁保健対策係にお問い合わせください。
※３ 法律相談は事前予約制になります。市役所総務課文書法制係　℡474-1111（内線224）までご連絡ください。

日曜当番医は39ページに掲載しています

(土)

(日)

集団献血（9:30～12:00 志布志東洋埠頭㈱）
集団献血（14:00～16:00 びろうの樹整形外科）

(土)

8/12

(日)

13

(月)

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

(水)

(木)

(金)

(金)

(火)

(水)

(土)

(日)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(月)

(木)

9/1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

31

30

肺がん検診（有明地区）※2

肺がん検診（有明地区）※2

両親学級（9:30～9:40 子育て支援センターはぐくみランド）

肺がん検診（有明地区）※2

消費生活相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
法律相談（13:00～15:00 本庁3階会議室）要予約※3

乳児健康診査/BCG予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
消費生活相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

母子健康手帳交付（13：30～16：30 本庁保健課窓口）

三種混合予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）

育児学級（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）

肺がん検診（有明地区）※2

肺がん検診（松山地区）※2

麻疹風疹3期予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）

三種混合予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）

1歳6ヶ月児健康診査/麻疹風疹1期予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

年金移動相談（10:00 ～15:00 老人福祉センター松山）

母子健康手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）
行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）
つどいの広場（10:00～12:00 安楽地区公民館）
育児学級（9:30～10:00受付 農村研修センター）
育児相談（10:30～12:00 農村研修センター）

三種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）

法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室）要予約※1

女性検診（有明地区）（8:30～9:00及び12:30～13:00受付）※2

女性検診（有明地区）（8:30～9:00及び12:30～13:00受付）※2
母子健康手帳交付（13：30～16：30 本庁保健課窓口）
肺がん検診（松山地区）※2

女性検診（有明地区）（8:30～9:00及び12:30～13:00受付）※2
肺がん検診（松山地区）※2
1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 宇都鼻農村研修センター）
育児相談（10:30～12:00 宇都鼻農村研修センター）
女性検診（有明地区）（8:30～9:00及び12:30～13:00受付）※2
２歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
肺がん検診（松山地区）※2

集団献血（9:30～12:30 志布志健康ふれあいプラザ）

集団献血（14:00～16:00 サンキュー西志布志店）

肺がん検診（松山地区）※2
消費生活相談（10:00～15:00 市民センター有明）

三種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）

子育て講座（10:00～12:00 はぐくみランド）
1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10:30～12:00 やっちくふれあいセンター）
麻疹風疹3期予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）

母子健康手帳交付（9：30～12：00 松山支所市民課窓口）

1歳6ヶ月児健康診査/麻疹風疹1期予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

消費生活相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）
5歳児歯科検診（13:00～13:30受付 志布志健康ふれあいプラザ）

3歳児健康診査（13:00～13:30受付 志布志健康ふれあいプラザ）

肺がん検診（松山地区）※2

(金)

(土)

(日)

(水)

(火)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(木)

(木)
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